
スポーツ推進委員はスポーツ推進委員は、、誰でも気軽に楽し誰でも気軽に楽し
めるスポーツの紹介や、市民の体力向上めるスポーツの紹介や、市民の体力向上、、
健康の維持・促進を図ることなどを目健康の維持・促進を図ることなどを目的的
に、皆さんのお手伝いをしますに、皆さんのお手伝いをします。。
広報とうかい１５日号の裏表紙では広報とうかい１５日号の裏表紙では、、各各

地域のスポーツ推進委員と、ニュースポ地域のスポーツ推進委員と、ニュースポーー
ツなどを紹介しますツなどを紹介します。。
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９
月
も
半
ば
、暦
の
上
で
は
ま
も
な
く

秋
分
を
迎
え
ま
す
。
涼
し
い
日
も
増
え
、

季
節
の
移
ろ
い
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
ま
し
た
ね
。

９
月
の
祝
日
と
い
え
ば
、
敬
老
の
日
。

今
回
の
表
紙
は
、渡
内
保
育
園
で
行
わ
れ

た
「
子
ど
も
ま
つ
り
」
で
の
園
児
と
高
齢

者
の
方
の
交
流
の
様
子
で
す
。

こ
の
日
、渡
内
シ
ル
バ
ー
ク
ラ
ブ
の
会
員

が
園
を
訪
れ
、お
店
屋
さ
ん
ご
っ
こ
を
と
お

し
て
園
児
た
ち
と
交
流
し
ま
し
た
。園
児

た
ち
は
、最
初
は
、少
し
緊
張
し
て
い
ま
し

た
が
、お
店
を
回
っ
て
い
る
う
ち
に
遊
び
に

夢
中
に
な
る
と
笑
い
声
を
あ
げ
、お
祭
り

は
大
に
ぎ
わ
い
に
な
り
ま
し
た
。

参
加
し
た
渡
内
シ
ル
バ
ー
ク
ラ
ブ
会

員
・
近
藤
 一
成
 さ
ん（
　
歳
）は
、「
今
日
は

か
ず
な
り

７０

と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。子
ど
も
と
一

緒
に
い
る
と
自
然
と
笑
顔
に
な
っ
て
、元

気
に
な
れ
ま
す
ね
」と
笑
顔
で
話
し
て
い

ま
し
た
。

さ
て
、市
で
は
０
歳
か
ら
　
歳
ま
で
み

１００

ん
な
で
支
え
あ
う
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

す
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
を
推
進

し
て
い
ま
す
。２
～
６
ペ
ー
ジ
に
特
集
を

掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
ご
覧
く

だ
さ
い
。

敬
老
の
日
に
は
、感
謝
の
気
持
ち
を
伝

え
、
み
ん
な
で
笑
顔
に
な
り
ま
せ
ん
か
。

　詳しくは、スポーツ推進委員会（教育委員会スポーツ課内）へ。
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集
雑
記

■■東海市ホームページアドレス http://www.city.tokai.東海市ホームページアドレス　http://www.city.tokai.aichi.jaichi.jpp

スポーツ推進委員紹介

今後のイベント情報

【主な活動】
■コミュニティ運動会の企画運営・協力（夏）
　市民体育館を利用した屋内型運動会で、今年で６年目となりました。毎
年、１,０００人近くの地域の皆さんに参加いただき、盛大に開催しています。
■コミュニティスポーツ大会の企画運営・協力（秋）
　ニュースポーツのスポーツ大会を開催。ここ数年は「囲碁ボール」を実施
し、気軽に楽しみながら、白熱した試合が繰り広げられています。
　コミュニティの事務局や地域の方と協力し、皆さんに楽しく身体を動
かしてもらえるような行事を目指しています。ぜひ、ご参加ください。

スポーツ推進委員～横須賀地区～　安井悦子委員、平井聡士委員

開開開開開開開開開開開開開開開開催催催催催催催催催催催催催催催催ししししししししししししししししまままままままままままままままますすすすすすすすすすすすすすすす ！！！！！！！！！！！！！！！！フフフフフフフフフフフフフフフファァァァァァァァァァァァァァァァミミミミミミミミミミミミミミミミリリリリリリリリリリリリリリリリーーーーーーーーーーーーーーーードドドドドドドドドドドドドドドドッッッッッッッッッッッッッッッッジジジジジジジジジジジジジジジジボボボボボボボボボボボボボボボボーーーーーーーーーーーーーーーールルルルルルルルルルルルルルルル大大大大大大大大大大大大大大大大開催します ！ファミリードッジボール大会会会会会会会会会会会会会会会会会

ニュースポーツ②・大会紹介

　ゴルフのパターを打つ感覚で行う五目並べです。小
スペースでも行えて、ルールも簡単。子どもから高齢
者まで、誰でもできるニュースポーツです。
●遊び方
　２チームに分かれ、専用マットのへこみに向かって、白と黒のボー
ルを木製のスティックで交互に打ちます。持ち玉は１０個ずつで、へこ
みに入ったボールの数で得点を競います。

▲左から安井委員、平井委員

囲囲囲囲囲囲囲囲囲囲囲囲囲囲囲囲囲囲囲囲囲囲囲囲囲囲囲囲囲囲囲囲囲碁碁碁碁碁碁碁碁碁碁碁碁碁碁碁碁碁碁碁碁碁碁碁碁碁碁碁碁碁碁碁碁碁ボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー囲碁ボールルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルル

１０月２９日（日）に市民体育館で「第１３回ファミリードッジボール大会」を開催
します。子ども会やスポーツ少年団など、お友だちとチームを作って、参加して
みませんか。詳しくは、広報とうかい９月１日号２３ページをご覧ください。

世 帯 と 人 口
９月１日現在   登録人口

　人　口　  11４,４５４人
   　   （前月比  －２９人）
　　男　　　5９,９０９人
   　   （前月比  －３２ 人）
　　女 　　　５４,５４５人
  　    （前月比  ＋３人）
　世帯数　 4９,７６８世帯
     　（寮は１人１世帯）
      （前月比  －３２世帯）

▲囲碁ボールの道具

広広報報

TOKAI CITTOKAI   CITYY

■■特集「地域包括ケアシステム特集「地域包括ケアシステム」」・・・・・・・・

■嚶鳴フォーラムinひ■嚶鳴フォーラムinひたた・・・・・・・・・・・・

■■尾張横須賀まつり・大田まつりな尾張横須賀まつり・大田まつりなどど・・・・

２～２～６６

７７

８～1８～100

■新小学１年生の保護者の方■新小学１年生の保護者の方へへ・・・・・・

■カメラ見て歩き・・・■カメラ見て歩き・・・・・・・・・・・・・・・

■お知らせコーナー・・・・・・・■お知らせコーナー・・・・・・・・・

１１２２

１８～１１８～１９９

２１～２２１～２９９

９９月月118日は敬老の8日は敬老の日日
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主な内容

～渡内保育園子どもまつ～渡内保育園子どもまつりり
高齢者の方との交流　　　　　　高齢者の方との交流～～



2広報とうかい　２０１７年９月１５日号

０歳から１００歳までみんなで支えあうまちづくり

地域包括ケアシステム
９月１８日は敬老の日。本市の６５歳以上の方は約２５,５００人で、年々増加しています。そこで市で

は、０歳から１００歳まで地域住民みんながいきいきと暮らしていけるよう、「東海市地域包括ケア推進計

画」を２９年３月に策定しました。

今回の特集では、子どもから大人まで地域の皆さんが、それぞれの役割を持ち、共に支えあう地域社会に

ついて考えます。

詳しくは、しあわせ村高齢者支援課へ。

【特集】

見守り活見守り活動動

（東長口ふれあいGr.（東長口ふれあいGr.））

3 広報とうかい　２０１７年９月１５日号

現在、国では、「我が事・丸ごと」地域共
生社会の実現に向けて、検討をしています。
　今までの「児童」「障害者」「高齢者」と
いった分野の縦割りは、さまざまな弊害を
生んでいます。共に生きる地域づくり（地
域共生社会）を進めていくためには、行政
や関係者だけでなく、市民の皆さんと「協

働」しながら進め
ていくことが重要
です。
それを先駆的に
目指している東海
市の取り組みに期
待しています。

 原田正樹教授 

東海市地域包括ケア推進会議会長
日本福祉大学社会福祉学部 
社会福祉学科
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推
進
に
向
け
て
、　
年
度
か
ら
「
医

２７

療
と
介
護
の
連
携
部
会
」「
認
知
症
部

会
」「
生
活
支
援
介
護
予
防
部
会
」「
家

族
ま
る
ご
と
支
援
部
会
」の
４
部
会
を

設
置
し
、課
題
の
検
討
を
進
め
て
い
る

ほ
か
、顔
の
見
え
る
関
係
づ
く
り
や
情

報
共
有
の
場
と
し
て
、地
域
包
括
ケ
ア

会
議
（
　
人
会
議
）
を
随
時
開
催
し

１００

て
い
ま
す
。

ま
た
、高
齢
者
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

主
催
の
地
域
ケ
ア
会
議
に
よ
り
、個
別

課
題
や
地
域
課
題
の
解
決
に
向
け
て

検
討
を
続
け
て
い
ま
す
。

次
ペ
ー
ジ
で
は
、地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
の
概
念
図
な
ど
を
紹
介
し
ま

す
。

ま
も
る
た
め
に
、医
療
と
介
護・福
祉

と
地
域
住
民
が
つ
な
が
り
、支
え
あ
う

ま
ち
を
つ
く
る
」を
東
海
市
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
基
本
ビ
ジ
ョ
ン
と

し
、地
域
包
括
ケ
ア
推
進
計
画
を
策
定

し
ま
し
た
。

年
齢
な
ど
で
区
別
し
な
い
、０
歳
か

ら
　
歳
ま
で
の「
地
域
共
生
社
会
の

１００
実
現
」を
目
指
し
て
お
り
、本
人
、家

族
、地
域
住
民
、医
療
従
事
者
、介
護・

福
祉
関
係
者
、社
会
福
祉
協
議
会
、行

政
が
連
携
を
強
化
す
る
こ
と
で
、社
会

全
体
で
課
題
を
解
決
で
き
る
仕
組
み

が
構
築
さ
れ
、地
域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

づ
く
り
を
図
り
ま
す
。

こ
の
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

て
い
ま
す（
図
２・「
ひ
と
り
暮
ら
し
」と

「
高
齢
者
の
み
」を
合
わ
せ
た
も
の
）。

■
取
り
組
む
べ
き
課
題

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
や
高
齢
者

の
み
の
世
帯
の
孤
立
化
、生
活
困
窮・

認
知
症
高
齢
者
の
増
加
な
ど
も
深
刻

化
し
て
お
り
、地
域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

づ
く
り
に
取
り
組
む
こ
と
が
最
優
先

の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

地
域
包
括
ケ
ア
推
進
計
画

地
域
包
括
ケ
ア
で
は
、障
害
者
や
子

ど
も
な
ど
も
含
め
た
地
域
住
民
全
員

が
、共
に
支
え
あ
う
存
在
と
考
え
て
い

ま
す
。そ
こ
で
、「
市
民
ひ
と
り
ひ
と
り

の
し
あ
わ
せ
と
、ふ
つ
う
の
暮
ら
し
を

高
齢
者
を
取
り
巻
く
現
状

■
高
齢
者
人
口
の
推
移

本
市
は
、若
い
世
代
の
転
入
が
多

く
出
生
率
も
全
国
平
均
を
上
回
っ
て

い
る
た
め
、高
齢
化
率
は
、全
国
に
比

べ
て
低
い
も
の
の
、年
々
上
昇
し
て

い
ま
す（
図
１
）。今
後
、団
塊
の
世
代

が
　
歳
を
迎
え
る
２
０
２
５
年
や
、

７５
団
塊
ジ
ュ
ニ
ア
が
　
歳
を
迎
え
る
２

６５

０
４
０
年
前
後
は
高
齢
化
の
ピ
ー
ク

を
迎
え
る
と
み
ら
れ
て
い
ま
す
。

■
　
歳
以
上
高
齢
者
の
世
帯

７５本
市
の
高
齢
者
の
世
帯
状
況
は
、　７５

歳
以
上
の
方
が
い
る
世
帯
の
う
ち
、高

齢
者
の
み
の
世
帯
が
　・５
％
と
な
っ

４２

0 ２０

図２　７５歳以上高齢者の世帯状況

１４.１

４０ ６０ ８０ １００

２８.４ ５１.５ ６

ひとり暮らし 高齢者のみ そのほか 無回答

図１　高齢者人口の推移

６５歳以上人口
生産年齢人口
年少人口

みんなでつくる地域共生社会

（市）高齢化率 
（県）高齢化率 
（国）高齢化率 

（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）
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さつき福祉会では、今年から東海市の
基幹相談支援センターとして、障害者の
方の相談支援を行なっています。
地域包括ケアシステム構築に向けて、参
画してから、まず実感したのは障害への理
解と、障害の有無に関係なく、障害のある方
も地域の住人であることへの認知がまだま
だだなということ。これまで、障害者はどち
らかというと、「支援を受ける側」になりが
ちでしたが、例えばひとり暮らしのお宅の
草とりをするなど、得意分野を生かした役
割を持つことで「支える側」として活躍でき
ることを地域の人たち
にも知ってもらえるよ
う、発信していきたいで
す。

態となっても、住み慣れた地域で自分らしい暮ら
まい」「介護」「医療」「生活支援」「介護予防」の
あう仕組みのことです。
障害者、子どもたちなどさまざまな支援を必要と
者、子どもたちも支える側となることができます。
に支えあう、地域共生社会をみんなで目指してい

社会福祉法人
さつき福祉会
障害者相談支援センター
岩木直之さん

地域をみんなで見よう

広報とうかい　２０１７年９月１５日号

手代ケ丘地域支
えあい会では、お互
いが知恵や経験を
出し合いながら、５
年前から見守り活
動をしています。具体的には週に１回の
訪問活動として、住民それぞれにあった
声掛けを実施し、また最近では、家から
出てこられない方のため、おしゃべり会
を月１回開催しています。
活動を重ねていくうちに、私たちの活

動自体が、地域へのアピールとなり、自
然とお互いが見守るという関係が築け
るようになってきました。
私たちだけでなく、子どもたちや若い

人も取り込み、「お互いに見ながら見ら
れながら」という地域作りを一番大切に
しています。

一地域住民として支える側へ

ケアシステム　

参
加

活
躍
の
場
の
提
供

【
特
集
】地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

生活支援生活支援・・
介護予　介護予防防

・地域住民
・地域支えあい団体（２２団体）
・シニアクラブ
・町内会・自治会など
・ボランティア
・ＮＰＯ法人など

障害者相障害者相談談

支援センタ支援センターー

・自宅
・サービス付き
　高齢者向け住宅など

住ま住まいい

手代ケ丘
地域支えあい会
小関成明さん

5

　地域包括

認知症の人と家族の会では、認知症介護者交
流会やジェントルマンの会、認知症電話相談、
家族支援プログラム、ケアラーズカフェなどを
開催しています。
認知症というと、ご本人への支援に目が向き

がちですが、介護者であるご家族を支えてあげ
ないとうまくいかないことが多いです。介護の
仕方が分からなくて、虐待や介護うつが増えて
います。ご家族が混乱するとご本人も困惑して
しまいますが、ゆとりをもつことで、お互いの
関係も安定します。
私たちのような団体を上手に活用していた

だき、お互い情報交換をし
ながら、地域で連携して、
認知症の方とその家族も
支えていきたいですね。

地域包括ケアシステムとは、重度な介護状
しを人生の最期まで続けられるように、「住
サービスが切れ目なく提供され、ともに支え
また、家庭や地域には、高齢者だけでなく、
している方たちがいる一方で、高齢者や障害
０歳から１００歳までが一緒に暮らし、お互い
きませんか。

介介護護

認知症の人と家族の会・
愛知県支部
尾之内直美さん

医医療療

・病院（急性期、回復期、慢性期）
・かかりつけの医師
・地域の連携病院
・かかりつけの歯科
・かかりつけの薬局

・訪問介護、訪問看護、通所
　介護などの在宅系サービス
・介護老人福祉施設、介護老
　人保健施設などの施設・居
　住系サービス

広報とうかい　２０１７年９月１５日号

高齢者相談支援センタ高齢者相談支援センターー

（地域包括支援センター（地域包括支援センター））

医師会では、２７年度から在宅医療サポートセン
ターを設けています。医療職、訪問看護師、ケアマ
ネジャー、介護施設関係者、行政が連携をスムーズ
に行うため、一緒に会議を行なっているほか、専門
職及び市民向けに講演会も開催しています。
現在、在宅療養中に入院治療が必要になった場
合、急性期は公立西知多総合病院が、慢性疾患の
悪化や療養が長引く場合には小嶋病院が受け入れ
ています。介護者の負担を軽くするための、短期
間のレスパイト入院も可能です。このように患者
さんや介護者の状況に応じて適切な医療が受けら
れるように各機関の連携を図っています。９月か
らは在宅医療の相談窓口も開設していますので、
気軽にご利用ください。
患者さんはかかりつけの医療機関を持ち、元気
なときから、どんな人生の最期を迎えたいか考え
ることも大切だと思います。

介護疲れしていませんか

東海市医師会
久野 一典さん
在宅医療
サポートセンター
菊池玲子さん

ケアマネジャー
（相談や、サービスの
コーディネートなど）

（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）

かかりつけ医をもちましょう

通院・入院

通所・入所



6広報とうかい　２０１７年９月１５日号

福祉に関係することで、自分のこと、近所のこ
と、地域のことが気になるけれど、どこに相談す
ればいいか分からない。

そんなときは、地区公民館・市民館に設置して
ある、「まるごと相談受付票」をご利用いただく
か、しあわせ村高齢者支援課または市役所社会福
祉課（１階）にお越しください。
なお、相談内容は、相談者の了解なしに情報共

有することはなく、秘密は守られます。 
詳しくは、高齢者支援課または社会福祉課へ。

問い合わせ先内　容受付時間相談先
荒尾町西廻間２―１（しあ
わせ村内）
（電話０５２―６８９―１６０６）主任ケアマネジャー、保健師、

社会福祉士などの専門職が介
護や日常生活などの総合的な
相談・支援 

月～金曜日（祝日、１２月２９
日～１月３日を除く）
午前８時３０分～午後５時
１５分

高齢者相談支援センター
（東海包括支援センター）

加木屋町南鹿持２７―１（加木
屋デイサービスセンター内）
（電話０５６２―３１―３３１２）

高齢者相談支援センター
（東海包括支援センター  
  分室）

荒尾町西廻間２―１（しあ
わせ村内）
（電話０５２―６８９―１６００）

介護予防や健康づくりに関す
ること

しあわせ村
健康推進課

高齢者に関わる相談や公的機
関・地域の関係者とのネット
ワークづくりなど

しあわせ村
高齢者支援課

中央町１―１
（電話０５２―６０３―２２１１、０５６２ 
  ―３３―１１１１）

障害者や生活困窮者に関わる
相談や、公的機関・地域の関
係者とのネットワークづくり
など

市役所
社会福祉課（１階）

東海市医師会在宅医療サポー
トセンター
（相談専用電話０９０―４４０３― 
  ７２１６）

在宅医療に関すること
・通院が難しくなり往診をし
てくれる医師を探している
・最期まで自宅で過ごしたい、
最期まで自宅でみてあげたい
・医療処置（点滴、吸引、胃
ろう）などを受けながら自宅
療養はできるかなど

月～金曜日（祝日、１２月２９
日～１月３日を除く）
午前１０時～午後４時

【新規】
東海市医師会
在宅医療サポート
センター

認知症の人と家族の会
（相談専用電話０５６２―３１―   
  １９１１）

認知症の総合的な相談・支援 
月～金曜日（祝日、１２月２９
日～１月３日を除く）
午前１０時～午後４時

認知症介護電話相談

認知症介護個別相談、認知症
介護者交流会、家族支援プロ
グラムなど

毎週土・日曜日
午前１０時３０分～午後３時

ケアラーズカフェ
「 日向家 」

ひ な た け

（観光物産プラザ内）

荒尾町油田４８―７
（電話０５２―６１３―８１２１）障害者の暮らしや、障害福祉

サービス利用、仕事や医療な
ど専門機関に関することなど

月～金曜日（祝日、１２月２９
日～１月３日を除く）
午前８時３０分～午後５時
１５分

障害者相談支援センター
（荒尾事業所）

元浜町１０
（電話０５６２―５７―０３０２）

障害者相談支援センター
（元浜事業所）

高齢者ご本人はもちろん、ご家族や身近な方（在宅医療サポートセンターは医療・介護従事者の方も可）
からの相談も受け付けていますので、お気軽にご相談ください。
詳しくは、各問い合わせ先へ。

お気軽
にご利

用くだ
さい

相相相相相相相相相相談談談談談談談談談談窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓相談窓口口口口口口口口口口口

まるごと相談受付まるごと相談受付票票

相談先がわか
らないとき

相談先がわか
らないときにに

ご利用くださご利用くださ
いい

【
特
集
】地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
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嚶嚶嚶嚶嚶嚶嚶嚶嚶嚶嚶嚶嚶嚶嚶嚶嚶嚶嚶嚶嚶鳴鳴鳴鳴鳴鳴鳴鳴鳴鳴鳴鳴鳴鳴鳴鳴鳴鳴鳴鳴鳴フフフフフフフフフフフフフフフフフフフフォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーララララララララララララララララララララムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムフォーラム 

興 嚶鳴 フォーラムとは…
おうめい

江戸時代の儒学者である細井平洲先生の教えを
伝えるため、さまざまな事業を展開しています。
このような取り組みを全国へ情報発信する場と
して、平成１９年に本市の呼びかけで「嚶鳴フォー
ラム」が始まりました。
本年は本市を始め、ふるさとの先人の教えを現代
に生かしている全国の自治体が大分県日田市に集
い、歴史から「まちづくり、人づくり、心そだて」
を学びます。

興嚶鳴フォーラムinひた（記念対談）

●とき　１１月１１日（土）午前１０時１５分～１１時
３０分
●ところ　日田市民文化会館（大分県）
●内容　「先哲に学ぶ～歴史が現代に語りかけるも
のとは～」をテーマとした童門冬二さん(作家・平
洲記念館名誉館長・嚶鳴広場顧問)と直木賞作家で
廣瀬 淡窓 を題材とした小説「

たんそう

 霖雨 」の作者である
り ん う

 葉室 
は む ろ

 麟 さんの２人の作家による対談
りん

●参加料　無料

九州北部豪雨で被災した日田市を応援するとと
もに、日田市ではどのようにふるさとの先人の教え
を生かしているか、歴史を学びに行きませんか。
嚶鳴フォーラムはもちろんのこと、国の重要伝統的
建造物群保存地区に選定されている豆田地区を中心
に開催される「日田天領まつり」にも参加できます。
●とき　１１月１０日（金）～１２日（日）
●行程（予定）　
◎１０日…午前８時に中部国際空港を出発→福岡空
　　　 　 港からバスで日田市へ→ 咸宜 小学校や日

か ん ぎ

　　　　  本遺産に認定された「咸宜園跡」などを
　　　　  見学→ふるさと先人交流会（三隈川の「屋
　　　　  形船」での食事）に参加
◎１１日…記念対談に参加→日田天領まつりに参加
　　　　  →各自夕食→日田天領まつりの夜のイベ
               ント「千年あかり」に参加
◎１２日…バスで日田市内見学(日田祗園 山鉾 会館  

やまほこ

                →日田天領水元気の駅→いいちこ日田蒸
               留所→ 大原八幡宮)→昼食→バスで福岡
               空港へ→中部国際空港に午後６時到着
●対象者　市内在住・在勤・在学者
●参加料　１人６５,５００円（宿泊は、和室４人～５人
１室、２人１室利用の場合は６,４８０円増）　

●定員　２５人（先着順）　
●申し込み　９月１５日（金）から１０月６日（金）
までに教育委員会社会教育課（６階）へ。電話でも
受け付けます

◆交流する…
三隈川の屋形船にて開催される、ふるさと先人交

流会に参加して嚶鳴フォーラム参加者、日田市民ま
ちづくりグループの皆さんと交流できます。
◆体感する…
日本遺産の咸宜園跡、ユネスコ無形文化遺産の日

田祗園山鉾、日田温泉などを体感できます。

嚶鳴フォーラム in ひたツアーの募集に合わせ、  
日田市の先人である廣瀬淡窓と日本遺産「咸宜園
跡」などを紹介する「ひた」の魅力展を開催します。
　ツアーを先取りすることができますので、ぜひ、
お越しください。
●とき　９月１５日（金）～１０月８日（日）
●ところ　芸術劇場嚶鳴広場（２階）
いずれも詳しくは、社会教育課へ。

興興 参加者募集！嚶鳴フォーラム in ひたツアー参加者募集！ 嚶鳴フォーラム  in  ひたツアー 

iiiiiiiiiiiiiiiiiiiinnnnnnnnnnnnnnnnnnnnひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひin ひたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた
ふるさとの先人を、

まちづくり、人づくり、

心そだてに生かす

興興 ツアーならではの魅ツアーならではの魅力力 

興興 ツアー募集と同時開催「ひた」の魅力ツアー募集と同時開催「ひた」の魅力展展 

興興 

興興 

興興 

興興 

興興 

興興 
興興 
興興 

興興 

興興 

▲咸宜園跡 ▲三隅川の屋形船 ▲豆田地区の建造物群▲日田天領まつり
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●
題
材

今
回
の
尾
張
横
須
賀
ま
つ
り
・

大
田
ま
つ
り
に
関
す
る
も
の

●
応
募
規
定

未
発
表
の
も
の
。
大
き
さ
は
、四

ツ
切
（
白
黒
、
カ
ラ
ー
、
ワ
イ
ド
四

ツ
切
も
可
）
で
１
人
２
点
以
内

な
お
、
写
真
に
よ
り
特
定
の
個

人
が
判
別
で
き
る
場
合
、
被
写
体

と
な
っ
た
個
人
の
同
意
が
必
要
で

す
。

●
賞推

選
１
人
、
特
選
１
人
、
入
選

２
人
、
佳
作
２
人
、
尾
張
横
須
賀

ま
つ
り
賞
１
人
、
大
田
ま
つ
り
賞

１
人

●
申
し
込
み

　
月
２
日
（
月
）
か
ら
　
日

１０

１３

（
金
）
ま
で
に
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
勤
務
先
ま
た
は
学
校
名
、
電

話
番
号
、
題
名
、
撮
影
日
時
・
場

所
を
写
真
裏
面
に
記
入
し
て
、
東

海
市
観
光
協
会
（
パ
ス
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
隣
・
電
話
０
５
６
２
─
　３２

─
５
１
４
９
）
へ
　

な
お
、
応
募
者
全
員
に
参
加
賞

を
差
し
上
げ
ま
す
。
入
賞
作
品
の

ネ
ガ
は
主
催
者
に
帰
属
し
ま
す
。

大に繰り広げられます。
り人形の華麗な演技が市内外から訪れる人々
に山車を回転させる勇壮な 「どんてん （尾張
最高潮に達します。皆さん、ぜひお出かけく

尾
張
横
須
賀
ま
つ

尾
張
横
須
賀
ま
つ
りり

9月29月233日日（土）（土）・・
2        244日日（日）（日）

② ●問合先
　尾張横須賀まつり保存会
　〔(株)服部冷暖房内・
    電話０５６２─３３─０９３３〕

祭祭はは
どど ててんんんん
ややかかにに

みどころマップ

①２３日・午後２時２０分～３時２０分
　山車４ 輌 

りょう

 揃 え、年少お
ぞろ

 囃子 コンクール
はやし

② ２４日・午前１１時３０分～
　からくり人形の奉納（夜まつりは午後６
時頃から開催）
③ ２４日・午後3時３０ 分～5時３０分
　からくり人形、大どんてん披露

②

③

①

広報とうかい　２０１７年９月１５日号

ご
応
募
く
だ
さ

ご
応
募
く
だ
さ
いい

尾
張
横
須
賀
ま
つ
り

尾
張
横
須
賀
ま
つ
り
・・

太
田
ま
つ

太
田
ま
つ
りり

写
真
コ
ン
ク
ー

写
真
コ
ン
ク
ー
ルル

9

ま
た
、入
賞
作
品
は
、　
月
　

１１

１５

日（
水
）か
ら
　
日（
火
）ま
で
観

２８

光
物
産
プ
ラ
ザ
で
展
示
し
ま
す
。

◆
尾
張
横
須
賀
ま
つ
り
賞
・

　
大
田
ま
つ
り
賞

「
尾
張
横
須
賀
ま
つ
り
賞
」「
大

田
ま
つ
り
賞
」
の
入
賞
作
品
は
、

　
年
度
以
降
の
各
ま
つ
り
ポ
ス

３０タ
ー
な
ど
に
使
用
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
賞
状
と
副
賞
が
、
各
保

存
会
か
ら
贈
ら
れ
る
予
定
で
す
。

応
募
し
た
方
は
、
写
真
コ
ン

ク
ー
ル
の
審
査
会
に
参
加
で
き
ま

す
。審
査
現
場
の
見
学
、審
査
員
の

堀
田
 季
知
史
 さ
ん
へ
の
質
問
や
ア

き

ち

し

ド
バ
イ
ス
を
も
ら
え
ま
す
。

●
と
き
　
月
　
日
（
火
）
午
前
　
時
～

１０

１７

１０

●
と
こ
ろ

商
工
セ
ン
タ
ー

●
申
し
込
み

応
募
票
の
「
審
査
会
出
席
希

望
」
に
レ
点
を
ご
記
入
く
だ
さ
い

な
お
、
審
査
会
へ
の
参
加
は
原

則
本
人
の
み
で
す
。

詳
し
く
は
、
申
込
先
へ
。

秋を告げる伝統的なお祭りが、本年も盛
文化財の山車が町内を練り歩き、からく
を湧かせます。紙吹雪が舞う中、後輪を軸
横須賀）」「どんでん （大田）」で、お祭りは
ださい。

みどころマップ

大
田
ま
つ

大
田
ま
つ
りり

9月309月30日日（土）・（土）・ 
10月1日（日10月1日（日））

●問合先
　大田まつり保存会
　〔(株)扶桑産商内・
    電話０５６２─３２─１５３６〕

今今年年もも
ででどど んん んん

でで ににぎぎ

① ３０日・午後１時３０分～４時１０分
　 からくり人形、小学生お囃子発表会、四
脇どんでん披露
② １日・午前９時１５分～正午
　 からくり人形、四脇どんでん披露、もち投げ
③ １日・午後4時４５ 分～８時１５分
　 四脇どんでん披露、提灯まつり

②

広報とうかい　２０１７年９月１５日号

の
ぞ
い
て
み
ま
せ
ん

の
ぞ
い
て
み
ま
せ
ん
かか

写
真
コ
ン
ク
ー
ル
審
査

写
真
コ
ン
ク
ー
ル
審
査
会会

①
③

clhenjoho01
テキストボックス
大田まつり

clhenjoho01
線

clhenjoho01
線
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杏

依

伊

偉

以以以以以以以以以以以以以以以以以以以以以以

以以以以以以以以以以以以以以以以以以以以以以

位
位
位
位
位
位
位
位
位
位
位
位
位
位

位
位
位
位
位
位
位
位
位
位
位
位
位
位

大きな身体で少しうつむき加減で練り歩く、特
徴的な姿の 猩々 が９月２３日（土）・２４日（日）に、

しょうじょう

名和町の上名和・北脇・南脇の３地区が合同で行
う「船津神社大祭（猩々メッタ）」に登場します。
お祭では、さまざまな猩々が、バリン（先が割れ

た大竹）を持って、 祭囃子 とともに町内を練り歩
まつりばやし

きます。

猩々が持つバリンで頭を触れてもらうことで、
徳と福を授かり、厄払いのご利益もあるといわれ
ています。
そのほかの市内の神社などでも、各地域に根付
いた猩々が伝えられています。
皆さんも一度足を運んでみてはいかがですか。
詳しくは、各社寺や、町内会・自治会へ。

9月29月233日日（土）・2（土）・244日日（日）（日）

県
内
の
山
車
保
存
団
体
で
構
成

さ
れ
る
愛
知
山
車
祭
り
保
存
協
議

会
の
総
会
に
合
わ
せ
て
、
山
車
に
つ

い
て
の
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。

ま
た
、
今
回
の
講
師
で
常
滑
市
出

身
の
著
名
な
山
車
ま
つ
り
写
真
家
・

デ
ン
真
さ
ん
の
写
真
展
も
開
催
し

ま
す
。

山
車
の
魅
力
に
触
れ
る
こ
と
の

で
き
る
機
会
で
す
。

ぜ
ひ
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
研
修
会

●
と
き

９
月
　
日
（
土
）
午
前
　
時
　
分

３０

１０

４５

～
正
午

●
と
こ
ろ

芸
術
劇
場
大
ホ
ー
ル

●
対
象
者

ど
な
た
で
も

●
内
容

尾
張
横
須
賀
ま
つ
り
保
存
会
大
門

組
に
よ
る
お
囃
子
・
か
ら
く
り
人
形

の
実
演
、
講
演
会
「
あ
い
ち
の
祭
り
」

●
講
師

写
真
家
・
デ
ン
真
さ
ん

●
参
加
料

無
料
（
事
前
申
込
不
要
）

■
デ
ン
真
写
真
展

●
と
き

９
月
　
日
（
土
）
～
　
月
１
日

１６

１０

（
日
）
午
前
９
時
～
午
後
　
時
１０

●
と
こ
ろ

芸
術
劇
場
ア
ー
ト
ス
ペ
ー
ス
（
２

階
）

●
内
容

県
内
の
山
車
ま
つ
り
の
写
真
展
示

詳
し
く
は
、
教
育
委
員
会
社
会
教

育
課
（
６
階
）
へ
。

猩猩 々々 メメ ッッ タタ

船津神社大船津神社大祭祭

研
修
会
・
写
真

研
修
会
・
写
真
展展

愛
知
山
車
ま
つ
り
保
存
協
議

愛
知
山
車
ま
つ
り
保
存
協
議
会会

広報とうかい　２０１７年９月１５日号11

◆
書
類
の
受
付

●
と
き

　
　
月
　
日
（
月
）
～
　
日
（
水
）
午

１０

２３

２５

前
９
時
～
午
後
３
時

●
と
こ
ろ

　
市
役
所
地
下
大
会
議
室

◆
申
込
の
注
意
事
項

現
在
妊
娠
中
の
方
、
育
児
休
業
か
ら

職
場
復
帰
す
る
方
、
市
内
に
転
入
予
定

の
方
は
一
定
の
条
件
の
下
、
申
込
を
受

け
付
け
ま
す
。

一
斉
入
園
の
受
付
終
了
後
も
、
児
童

の
保
護
者
が
一
斉
入
園
の
申
請
対
象
者

保
育
施
設
入
園
受
付
に
つ
い
て
、　３０

年
度
か
ら
変
更
と
な
る
部
分
を
中
心
に

改
め
て
ご
案
内
し
ま
す
の
で
、
申
し
込

み
の
際
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
広
報
と
う
か
い
９
月
１

日
号
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
市
役
所
幼

児
保
育
課
（
６
階
）
へ
。

　
年
度
４
月
か
ら
開
所
す
る
４
施
設

３０
に
つ
い
て
、
入
所
希
望
を
　
年
度
一
斉

３０

入
園
申
込
か
ら
受
け
付
け
ま
す
。

な
お
、新
施
設
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、

一
斉
入
園
書
類
の
配
布
時
に
ご
案
内
し

ま
す
。

◆
書
類
の
配
布

●
と
き

　
　
月
２
日
（
月
）・
３
日
（
火
）
午
前

１０
９
時
～
午
後
３
時

●
と
こ
ろ

　
公
立
　
保
育
園

１８

随
時
受
付

私立保育施設募集人数（予定）
３歳
以上

３歳
未満

0歳児保育
実施園施設類型・保育施設名（所在地）

―１０人
未満○小規模保育事業・memorytree

名和北保育園（名和町寝覚）

※募集人数は変更の可能性有り

新設私立保育施設募集人数（予定）
〔３０年４月１日開所予定〕

３歳
以上

３歳
未満

0歳児保育
実施園施設類型・保育施設名（所在地）

３５人４５人○幼保連携型認定こども園・さく
らんぼの夢（名和町一枚畑）

―３０人○保育園・エチュード新藤塚（仮称・
富木島町新藤塚）

※小規模保育事業２園開所予定（いずれも調整中）
※募集人数は変更の可能性有り

一
斉
入
園
受
付

公立保育園募集人数（予定）

３歳
以上

３歳
未満

0歳児
保育
実施園

保育園名

２０人３０人―一番畑
３５人１５人○名　和
３０人２５人―名和東
１５人３５人○渡　内
４０人２５人―平　洲
１５人２０人○木　庭
２０人２０人○みどり
２５人１５人―明　倫
１０人２０人○富木島
２５人２５人○東　山

１０人未満３０人○大　田
１０人未満３５人―高横須賀
１５人１５人○横須賀

１０人未満３０人○養　父
１０人未満４０人○加木屋
１０人２５人○三ツ池
１５人１５人○大　堀
３５人２５人―加木屋南

※募集人数は変更の可能性有り

受付を開始しま受付を開始しますす

入入

保保 育育 園園

広報とうかい　２０１７年９月１５日号

の
条
件
を
満
た
し
た
場
合
は
、
随
時
受

付
に
よ
り
受
け
付
け
ま
す
。

◆
書
類
の
配
布

●
と
き
　
月
１
日
（
水
）
か
ら
の
月
～
金
曜

１１
日（
祝
日
を
除
く
）。
時
間
は
午
前
９
時

～
午
後
３
時

●
と
こ
ろ

公
立
　
保
育
園

１８

◆
書
類
の
受
付

●
と
き
　
月
１
日
（
水
）
か
ら
の
月
～
金
曜

１１
日（
祝
日
を
除
く
）。
時
間
は
午
前
８
時

　
分
～
午
後
５
時
　
分

３０

１５

●
と
こ
ろ

幼
児
保
育
課

園園
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就学時健康診断日

と　き小学校名

１０月１９日（木）緑　陽

１０月２４日（火）名　和

１０月２５日（水）渡　内

１０月２４日（火）平　洲

１０月１９日（木）明　倫

１０月２６日（木）富木島

１０月２６日（木）船　島

１０月１８日（水）大　田

１０月２５日（水）横須賀

１０月２６日（木）加木屋

１０月２５日（水）三ツ池

１０月２４日（火）加木屋南

受入可能児童数

受入可能児童数小学校名

１４人緑　陽

１３人名　和

１４人渡　内

４人平　洲

２６人明　倫

１９人富木島

１７人船　島

２２人大　田

３７人横須賀

２０人加木屋

１８人三ツ池

１２人加木屋南

●
申
し
込
み

９
月
　
日
（
火
）
か
ら
　
日
（
水
）

１２

２７

ま
で
に
区
域
外
通
学
許
可
申
請
書
（
規

定
用
紙
）
に
必
要
事
項
を
記
入
し
印
鑑

を
持
参
し
て
、
学
校
教
育
課
へ
。
規
定

用
紙
は
申
込
先
で
配
布
し
ま
す

な
お
、自
宅
か
ら
指
定
校
ま
で
と
自

宅
か
ら
近
距
離
校
ま
で
の
通
学
路
の
正

確
な
距
離
を
把
握
し
、そ
の
こ
と
が
わ

か
る
地
図
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
お
子
さ
ん
の
心
身
に
障
害
が

あ
る
場
合
や
住
所
を
変
更
す
る
予
定
が

あ
る
場
合
な
ど
、「
区
域
外
就
学
・
区
域

外
通
学
の
許
可
基
準
」
の
範
囲
内
で
区

域
外
の
学
校
へ
通
学
で
き
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
申
込
先
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

い
ず
れ
も
詳
し
く
は
、
対
象
と
な
る

ご
家
庭
宛
て
に
郵
送
す
る
通
知
書
を
ご

覧
い
た
だ
く
か
、
学
校
教
育
課
へ
。

通
学
の
許
可
基
準
」
に
該
当
し
た
場
合

は
、
実
情
に
合
わ
せ
て
自
宅
か
ら
最
も

近
い
「
近
距
離
校
」
を
希
望
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。

な
お
、
近
距
離
校
を
希
望
さ
れ
る
場

合
は
、
区
域
外
通
学
の
申
請
の
手
続
き

が
必
要
で
す
。

左
の
表
の
受
入
可
能
児
童
数
一
覧
表

に
よ
る
各
小
学
校
の
受
入
可
能
児
童
数

を
超
え
た
場
合
は
、
抽
選
を
実
施
し
ま

す
。そ

の
抽
選
に
も
れ
て
、
近
距
離
校
に

入
学
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に

は
、
指
定
校
に
入
学
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

ま
た
、
近
距
離
校
に
兄
姉
が
い
る
場

合
は
、受
入
可
能
児
童
数
に
関
わ
ら
ず
、

申
請
期
間
中
に
区
域
外
通
学
の
申
請
を

す
れ
ば
、
近
距
離
校
へ
通
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。

な
お
、
指
定
さ
れ
た
日
に
受
診
で
き

な
い
場
合
や
お
子
さ
ん
の
状
況
に
よ
り

特
別
な
配
慮
が
必
要
な
場
合
、
通
知
書

が
届
か
な
い
場
合
な
ど
、
不
明
な
点
が

あ
る
方
は
、
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

（
６
階
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
年
度
に
小
学
校
へ
入
学
す
る
お
子

３０
さ
ん
は
、
現
在
の
住
所
に
よ
り
決
め
ら

れ
る
「
指
定
校
」
へ
入
学
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
が
、「
区
域
外
就
学
・
区
域
外

　
年
度
に
新
小
学
１
年
生
と
な
る
お

３０
子
さ
ん
に
、
入
学
ま
で
の
保
健
上
の
必

要
な
助
言
を
す
る
た
め
の
健
康
診
断
を

行
い
ま
す
。
対
象
の
方
に
は
、
通
知
文

を
郵
送
し
ま
す
。

●
対
象
者

市
内
在
住
で
、　
年
４
月
２
日
～
　

２３

２４

年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
お
子
さ
ん

●
健
康
診
断
日

左
の
表
の
と
お
り

広報とうかい　２０１７年９月１５日号

保
護
者
の
方

保
護
者
の
方
へへ

年
度
新
小
学
１
年
生

　
年
度
新
小
学
１
年
生
のの

００３３
就
学
時
健
康
診
断

近
距
離
校
へ
の
入
学

13 広報とうかい　２０１７年９月１５日号

私
立
高
校
な
ど
へ
通
学
す
る
生
徒
の
保

護
者
を
対
象
に
、授
業
料
を
補
助
し
ま
す
。

●
対
象
者

　
次
の
①
～
③
す
べ
て
に
該
当
す
る
方

①
 　
月
２
日
現
在
、
私
立
高
校（
全
日

１０
制
・
定
時
制
に
限
る
）、中
等
教
育
学
校

（
後
期
課
程
の
全
日
制
・
定
時
制
に
限

る
）、高
等
専
門
学
校
、専
修
学
校（
高
等

課
程
に
限
る
）の
い
ず
れ
か
に
在
籍
し

て
い
る
こ
と

②
 　
月
２
日
現
在
、生
徒
ま
た
は
保
護

１０
者
の
ど
ち
ら
か
が
市
内
に
住
ん
で
い
る

こ
と

③
 補
助
金
の
申
請
時
、生
徒
及
び
そ
の

保
護
者
に
市
税
の
未
納
が
な
い
こ
と

●
補
助
金
額

１
万
円
以
内
（
年
額
）

●
申
し
込
み

　
月
２
日
（
月
）
か
ら
　
日
（
火
）

１０

３１

ま
で
に
申
請
書
兼
補
助
金
請
求
書
（
規

定
用
紙
）
を
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

（
６
階
）
へ
。
規
定
用
紙
は
申
込
先
で

配
布
す
る
ほ
か
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
使
用
で
き
ま
す

い
ず
れ
も
詳
し
く
は
、学
校
教
育
課
へ
。

地
元
の
方
か
ら
の
寄
付
を
原
資
と
し

て
、
教
育
を
受
け
る
子
ど
も
た
ち
を
支

援
す
る
奨
学
金
制
度
に
よ
り
、
高
等
学

校
（
中
等
教
育
学
校
の
後
期
課
程
、
高

等
専
門
学
校
を
含
む
）
へ
進
学
す
る
生

徒
を
対
象
に
奨
学
金
を
支
給
し
ま
す
。

●
支
給
期
間

　
年
４
月
か
ら
進
学
す
る
高
等
学
校

３０
の
正
規
の
修
業
期
間
を
終
え
る
ま
で

●
奨
学
金
額
　

１
万
円
（
月
額
）

●
対
象
者

次
の
①
～
④
す
べ
て
に
該
当
す
る
方

①
 市
内
の
中
学
校
を
卒
業
し
、　
年
４

３０

月
に
高
等
学
校
に
進
学
す
る
方

②
 高
等
学
校
に
進
学
後
、市
内
に
住
所

を
有
す
る
方

③
 成
績
良
好
な
方

④
 経
済
的
理
由
に
よ
り
就
学
が
困
難

な
方

●
定
員
　

　
人
３０な

お
、
申
込
方
法
及
び
詳
細
は
　
月
１２

頃
、
各
中
学
校
を
と
お
し
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

市
奨
学
金
制
度

安
心
し
て
就
学
で
き
る
よ
う

安
心
し
て
就
学
で
き
る
よ
う
にに

私
立
高
校
な
ど
の
授
業
料
補
助

市議会だより

 ５日…総務消防委員会行政視察＝第６２回愛
　  　　知県消防操法大会を視察
 ８日…埼玉県所沢市議会視察来所＝太田川   
           駅周辺地区における土地区画整理事   
           業及び市街地再開発事業についての   
           調査
１０日…愛知県日進市議会視察来庁＝東海市　
　　    放課後子ども総合プランについての   
           調査
１１日…香川県丸亀市議会視察来所＝東海市    
           芸術劇場についての調査
２２日…議会運営委員会＝第３回市議会定例    
           会の運営などについて協議

8月に行われた
議会関係の主な会議など 総務省統計局では、１０月１日現在で就業構造基本調

査を実施します。
調査対象は、統計理論に基づき無作為に選ばれた全

国の約５２万世帯で、その世帯にふだん住んでいる１５
歳以上の世帯員約１０８万人です。
調査の対象となる世帯には、９月中旬にはがきを郵

送します。
調査の対象となった場合は、９月下旬以降に調査員

がご自宅を訪問し、調査票の記入のお願いに伺います
ので、ご協力をお願いします。
なお、今回からインターネットでの回答も始まりま

すので、ぜひ、ご利用ください。
●調査対象地域
大田町、名和町、荒尾町、富貴ノ台、富木島町、加

木屋町、中ノ池、横須賀町の指定地域
詳しくは、市役所情報課（３階）へ。

薗

塩

鉛

於

遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠

遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠

鴛
鴛
鴛
鴛
鴛
鴛
鴛
鴛
鴛
鴛
鴛
鴛
鴛
鴛
鴛

鴛
鴛
鴛
鴛
鴛
鴛
鴛
鴛
鴛
鴛
鴛
鴛
鴛
鴛
鴛

ご協力くださご協力くださいい
就業構造基本調就業構造基本調査査



14広報とうかい　２０１７年９月１５日号

申し込み補助対象制度概要制度名称No 補助額対象者
３０年１月３１日（水）
までに耐震診断申込
書に必要事項を記入
して、建築住宅課へ。
郵送（〒４７６─８６０１
住所不要）でも受け
付けます。なお、日程
調整の上、後日、診
断員を派遣します

―

自己が所有する木造住宅（在来軸組構法
及び伝統構法）を無料で耐震診断
※耐震改修などの補助を受けるために必
要となるため、早めの申し込みが必要木造住宅の無料耐

震診断
１

―
市税の滞納がなく、市内で昭和５６年５月３１
日以前の旧耐震基準で建てられた木造住宅
（在来軸組構法及び伝統構法）の所有者

３０年１月３１日（水）
までに建築住宅課
へ。予算額の範囲内
で先着順に受け付
けます

耐震改修に係る工事、設計・
工事監理及び附帯工事に要
する費用

昭和５６年５月３１日以前の旧耐震基準で
建てられた木造住宅の改修を行う方に対
して補助金を交付

木造住宅耐震改修
工事費補助

２
補助対象費用（５万円以上が
対象）に対して最大１２０万円

市税の滞納がなく、耐震改修工事が３０年
３月１５日（木）までに完了できる方で、市
が実施した耐震診断で判定値が１.０未満
と診断された住宅を、判定値１.０以上か
つ判定値に０.３を加算した数値以上に補
強される方

一段目は判定値０.７以上１.０
未満となる耐震改修に係る
工事及び設計に要する費用。
二段目は一段目補助を受け
た住宅で判定値１.０以上とな
る耐震改修に係る工事及び
工事監理に要する費用

木造住宅耐震改修工事を一段目と二段目
の２段階に分けて行う工事に対して補助
金を交付木造住宅段階的耐

震改修工事費補助
３

一段目、二段目ともに最大６０
万円

市税の滞納がなく、段階的耐震改修工事が
３０年３月１５日（木）までに完了できる方
で、市が実施した耐震診断で判定値０.４以
下と診断された住宅を所有されている方

１２月２８日（木）ま
でに建築住宅課へ。
予算額の範囲内で
先着順に受け付け
ます

―非木造住宅（特殊な構造を除く）の耐震
診断を行う方に補助金を交付

非木造住宅耐震診
断費補助

４ 補助対象費用の３分の２の
額で、戸建住宅は最大８万
9,０００円、戸建住宅以外は最
大４００万円

市税の滞納がなく、耐震診断が３０年３月
１５日（木）までに完了できる方で、次の
①と②を満たす耐震診断を行う方
① 昭和５６年５月３１日以前の旧耐震基準
で建てられた自己が所有する非木造住宅
（特殊な構造を除く）に対して行われるも
のであること
② 建築物の耐震診断及び耐震改修の促
進を図るための基本的な方針に基づいた
診断であること

防災・減災にご活用く防災・減災にご活用くだだささいい

各種災害対策補助制　 各種災害対策補助制度度
市では、皆さんの住宅を災害に強いものにするために、さまざまな制度を設けています。
詳しくは、１～７は市役所建築住宅課（４階）、８は市役所防災危機管理課（２階）へ。
なお、今回、ご紹介する災害対策補助制度のほかにも、大雨による浸水被害を防ぐための補助制度「雨水貯
留浸透施設設置費補助金〔担当課：市役所下水道課（５階）〕」や、ひとり暮らしの６５歳以上の方、または、
高齢者あんしん見守り登録をされている方の寝室にある家具の転倒防止対策を無料で行う「家具転倒防止対策
事業（担当課：しあわせ村高齢者支援課）」がありますので、ぜひ、ご利用ください。

15 広報とうかい　２０１７年９月１５日号

申し込み補助対象制度概要制度名称No 補助額対象者

１２月１５日（金）
までに事前相
談書を建築住
宅課へ。予算額
の範囲内で先
着順に受け付
けます

耐震改修に係る工事、設計・工事監理及び
附帯工事に要する費用

昭和５６年５月３１日以前の旧耐震基
準で建てられた非木造住宅（特殊な
構造を除く）の改修を行う方に補助
金を交付
※建築住宅課への事前相談が必要非木造住宅耐

震改修工事費
補助

５

戸建住宅は最大１２０万円、戸建住宅以外は
最大９０万円×戸数

市税の滞納がなく、耐震改修工事が
３０年３月１５日（木）までに完了で
きる方で、耐震診断の判定値がIs値
（構造耐震指数）が０.６未満またはｑ
値（保有水平耐力）が１.０未満と診
断された住宅をIs値が０.６以上かつ
ｑ値が１.０以上に補強される方

３０年１月３１日
（水）までに建築
住宅課へ。予算
額の範囲内で
先着順に受け
付けます

公的機関により評価を受けた耐震シェル
ターまたは防災ベッドと市長が認めるも
のの購入、運搬及び設置、申請書作成など
に要する費用

耐震シェルターまたは防災ベッド
の購入、運搬及び設置などを行う方
に補助金を交付

耐 震 シ ェ ル
ター等整備費
補助

６

補助対象費用に２分の１を乗じた額で、最
大４０万円。ただし、対象者の属する世帯
の構成員に次の①～④のいずれかに該当
する方がいる場合の補助額は補助費用の
１分の１の額で、最大４０万円
① 世帯の構成員が、すべて６５歳以上の方
② 身体障害者福祉法に規定する身体障害
者手帳の交付を受けた方
③ 介護保険法に規定する要介護認定を受
けた方
④ ②または③に準ずると認められる方

市税の滞納がなく、耐震シェルターな
どの整備が３０年３月１５日（木）ま
でに完了できる方で、次の①と②を満
たす住宅に対して整備される方
① 昭和５６年５月３１日以前の旧耐震
基準で建てられた木造住宅（在来軸組
構法及び伝統構法）であること
② 市が実施した耐震診断で判定値
１.０未満と診断された住宅であること

建築住宅課へ。
予算額の範囲
内で先着順に
受け付けます

住宅の基礎を３０cm以上かさ上げする工事
で、これと併せて 曳家 ・

ひ き や

 揚家 工事をする場
あ げ や

合または３０cm以上の盛土工事（盛土部分
の擁壁工事を含む）の費用
※改修・改築工事が対象で新築は対象外

大雨による浸水被害を防ぐため、改
修を行う方に補助金を交付

住宅浸水対策
改修工事補助

７

補助対象工事（５万円以上が対象）に２分
の１を乗じた額で、最大３００万円

市税の滞納がなく、市内の浸水区域
内に居住している住宅を改修され
る方で、工事が３０年３月３０日（金）
までに完了できる方（一部浸水対策
整備計画で早い時期に整備ができ
る地区を除く）

補助金交付申
請書兼請求書、
実績報告書、市
税完納証明書、
支出内訳のわ
かる書類、設置
前及び設置後
の写真を防災
危機管理課へ

家具転倒防止器具の購入費及び家具転倒
防止器具の取付けを大工などの業者に依
頼する場合、その取付けに要する費用

地震災害時における家具の転倒を防
止するため、家具転倒防止器具を購入
し、取り付けた方に、補助金を交付

家具転倒防止
対策補助

８
補助対象経費の2分の1に相当する額
(１,０００円未満は切り捨て・限度額1万円)

次の①～④すべてに該当する方
① 世帯主に限る
② 市内に住所を有し、市税を滞納
していない方
③ 4月1日～３０年３月３０日（金）
までに家具転倒防止器具を購入し、
自ら居住する住宅内において当該
器具の取付けを行なった方
④ ２９年度内に、一度も家具転倒防
止対策の補助を受けていない方

※２・３及び６の補助金を受ける場合には、市が実施する木造住宅の無料耐震診断を受ける必要があります
　ので、ご注意ください。
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下の表にあてはまるときは、資格異動後１４日以内に届け出が必要です。届け出をしなかったり、遅れたりすると、
国民健康保険税をさかのぼって納める必要や、医療費を国民健康保険で負担できなくなります。届け出には、下の表
の届け出に必要なもののほかに、「本人確認できるもの」「マイナンバーが確認できるもの（マイナンバーカードや通
知カードなど）」と、「子ども医療」「母子家庭等医療」「心身障害者医療」などの受給者証もお持ちください。

下の表にあてはまるときは、届け出が必要です。届け出には、下の表の届け出に必要なもののほかに、「後期高齢者
医療被保険者証」と「印鑑（朱肉を使うもの）」「マイナンバーが確認できるもの（マイナンバーカードや通知カードな
ど）」もお持ちください。本人以外が手続きする場合は、委任状が必要になることがあります。　

届け出に必要なものこ ん な と き

「限度額適用・標準負担額
減額認定証」「特定疾病療
養受療証」「後期高齢者福
祉医療費受給者証」をお持
ちの方は、手続きの際に併
せてお持ちください

預金（貯金）通帳転出する
負担区分、被扶養者などの証明書（県外からの
移転のみ）転入してきた

預金（貯金）通帳住所・氏名・世帯主が変わった
葬祭を行なった方は、その事実を証明するもの
（会葬礼状など）、喪主の預金（貯金）通帳死亡したとき

加入するとき…身体障害者手帳等（障害の程度
が確認できるもの）
変わるとき…預金（貯金）通帳

６５歳から７４歳までの一定の障害のある方で後期
高齢者医療制度に加入する、ほかの医療制度に変
わる

身体障害者手帳等（障害の程度が確認できるも
の）、預金（貯金）通帳

６５歳から７４歳までの被保険者が一定の障害の状
態に該当しなくなった

支給申請のお知らせ、預金（貯金）通帳高額療養費・高額介護合算療養費を受ける
医療費領収書、診療明細証明書、預金（貯金）通帳やむを得ず保険証を持たずに診療を受けた
補装具の領収書、装具装着証明書、医師の証明書、預金（貯金）通帳医師の指示でコルセットなどの補装具を作った
交通事故証明書交通事故で保険証を使った
使えなくなった保険証保険証をなくしたり、汚れて使えなくなった

届け出に必要なものこ ん な と き
転出証明書、在留カードなど転入してきた国

保
に
入
る

職場の健康保険をやめた（外れた）証明書、年金証書、印鑑職場の健康保険をやめた（退職した、扶養から外れた）
保険証、印鑑子どもが生まれた
保険証、高齢受給者証転出する国

保
を
や
め
る

国保の保険証、職場の保険証または加入証明書、高齢受給者証職場の健康保険に入った（就職した、扶養になった）
保険証、高齢受給者証、会葬礼状など喪主が確認できるもの、
預金（貯金）通帳、印鑑加入者（被保険者）が死亡した

保険証、高齢受給者証
住所・氏名・世帯主が変わったそ

　
の
　
他

世帯の分離や合併をした
保険証、在学証明書または学生証修学のために、別に住所を定める
使えなくなった保険証保険証をなくしたり、汚れて使えなくなった

（注）保険証とは「国民健康保険被保険者証」、高齢受給者証とは７０歳以上の方に交付する「国民健康保険高齢受給者証」です。
年金証書は厚生年金などの老齢（退職）年金を受けている方で、加入期間が２０年以上または４０歳以降に１０年以上ある方がお
持ちください。

なお、月初めは窓口が大変混雑します。届け出に必要なものを用意して、届け出期間・時間に余裕を持ってお越
しください。
いずれも詳しくは、市役所国保課（１階）へ。

こここここここここここここここここここここここここここここここここここここここここんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんなななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととときききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははは届届届届届届届届届届届届届届届届届届届届届届届届届届届届届届届届届届届届届届届届届けけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけ出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出ががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががが必必必必必必必必必必必必必必必必必必必必必必必必必必必必必必必必必必必必必必必必必要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要でででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででこんなときは届け出が必要ですすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

国民健康保国民健康保険険

後期高齢者医後期高齢者医療療
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市
民
大
学
「
平
成
 嚶
鳴
 館」
の
　
年

お
う
め
い

２９

度
後
期
開
講
式
を
行
い
ま
す
。

開
講
式
で
は
、和
太
鼓「
嚶
鳴
座
」

に
よ
る
記
念
演
奏
会
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
開
講
式
に
合
わ
せ
て
、
市

民
大
学
「
平
成
嚶
鳴
館
」
の
開
学
　１０

周
年
を
記
念
し
て
４
月
に
行
わ
れ

た
「
市
民
大
学
ま
つ
り
」
の
写
真
展

も
行
い
ま
す
。

い
ず
れ
も
入
場
は
無
料
で
、
申
し

込
み
は
不
要
で
す
。

ぜ
ひ
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◆
開
講
式

●
と
き
　
月
１
日
（
日
）
午
後
１
時
～
２

１０
時
　
分
４５

●
と
こ
ろ

文
化
セ
ン
タ
ー

●
内
容

開
講
式
、
記
念
演
奏
会
、
講
座
説

明
会◆

市
民
大
学
ま
つ
り
写
真
展

●
と
き

９
月
　
日
（
金
）
～
　
月
１
日

２９

１０

（
日
）
午
前
　
時
～
午
後
４
時
（
　

１０

２９

日
は
午
後
１
時
～
・
１
日
は
午
後
３

時
ま
で
）

●
と
こ
ろ

文
化
セ
ン
タ
ー

い
ず
れ
も
詳
し
く
は
、
火
曜
日
か

ら
金
曜
日
の
午
前
　
時
か
ら
午
後

１０

４
時
ま
で
に
市
民
大
学
「
平
成
嚶
鳴

館
」（
電
話
０
５
２
―
６
８
９
―
７

３
７
５
）
へ
。

市では、ほかの従業員の模範となる優良従業員を対
象にした顕彰式を11月中旬に行います。
対象となる従業員の方をぜひ、お知らせください。

●対象者
現在、市内の事業所に勤務し、特に優秀で他の模範

となり、かつ後進の指導育成にも貢献がある、次のい
ずれかに該当する方。 
① 特別表彰…同一事業所での継続または通算の勤務年
数が男性は２５年以上、女性は１５年以上の方 
② 一般表彰…同一事業所での継続または通算の勤務年
数が男性は１５年以上、女性は７年以上の方
●申し込み
１０月６日（金）までに市役所商工労政課（５階）へ
なお、事業所ごとに推せんできる人数に制限があり

ます。
詳しくは、申込先へ。
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優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良従従従従従従従従従従従従従従従従従従従従従業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員顕顕顕顕顕顕顕顕顕顕顕顕顕顕顕顕顕顕顕顕顕彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰 対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対象象象象象象象象象象象象象象象象象象象象象優良従業員顕彰 対象者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者
お知らせください

月曜日から金曜日に市役所へ連絡や
来庁ができない方は、ご利用ください。
●とき
１０月１日（日）午前９時～正午まで

●ところ
市役所収納課（１階）

●対象税目
市県民税、固定資産税・都市計画税、軽
自動車税、国民健康保険税
●内容 
・市税などの納付と相談 
・口座振替手続 
・国民健康保険証の更新 
・社会保険加入に伴う国民健康保険資格
喪失手続など
詳しくは、収納課へ。

奄

掩

延

援
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市
民
大
学
「
平

市
民
大
学
「
平
成成
嚶
鳴
嚶
鳴
館
」
館
」

後
期
開
講

　
　
　
　
　
　
　
後
期
開
講
式式
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世界陸上で見事５位に入賞

世
界
陸
上
競
技
選
手
権
大
会
入
賞
報
告
会

キッズ発明家たちの発明チャレンジ

８月２０日（日）、第８回全国少年少女チャ
レンジ創造コンテスト地区大会が開かれ、小
学３年生から６年生までの東海市少年少女
発明クラブ員７チーム２３人が出場しまし
た。
参加者たちは、事前に制作した「からくり
パフォーマンスカー」をリモコンで操作しな
がら、それぞれ決められたコースの走行やパ
フォーマンスを真剣な面持ちで披露しまし
た。会場では「いいぞー」「がんばれ」という声
援があちらこちらから聞こえ、大にぎわいで
した。
優勝したEチームの高橋 春翔 くん（１１歳・

は る と

船島小６年）は、「宇宙をテーマに車を作りま
した。優勝できてとてもうれしいです」と笑
顔で話してくれました。

　うまく走らせることができるかな

第
８
回
全
国
少
年
少
女

チ
ャ
レ
ン
ジ
創
造
コ
ン
テ
ス
ト
地
区
大
会
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　「応援のおかげでがんばれた」と話す丸尾さん

８月２８日（月）、イギリスで行われた「第１６
回世界陸上競技選手権大会陸上競技（競歩）」
に日本代表として出場し、５位に入賞した丸
尾 知司 さん〔２５歳・愛知製鋼㈱〕が市役所を訪
さ と し

れました。
大会を自己新記録で完歩したことについ
て丸尾さんは、「皆さんのおかげで目標を達
成できました」と話していました。また、２０２０
年の東京オリンピックにかける思いを、「精
一杯トレーニングし、よい結果を残せるよう
にがんばります」と語っていました。
これからも丸尾さんを、そして本市にゆか
りのあるスポーツ選手を応援していきま
しょう。

19

健康に生きるために必要なこととは

敬老の日に先駆けて

８月２９日（火）、多年にわたり市の進展に貢
献してきた高齢者の方に感謝の気持ちを表す
ため、鈴木淳雄市長を始め市職員が、市内在住
の１００歳以上の方３１人のうち１７人の各家庭
を訪問し、敬老金などを贈りました。
そのうちの１人、伊藤たま子さん（１０１歳・名
和町）は、身の回りのことはなんでも自分でさ
れるという元気な方です。
ご家族によると長寿の秘訣は、「２０本ある自
分の歯で、なんでもよく噛んで食べること」で
した。
市長が、「いつまでもお元気でいてくださ
い」と話しかけると、「ありがとうございま
す」と笑顔で答えていました。
９月１８日は敬老の日。日頃の感謝の気持
ちを改めて伝えてみてはいかがでしょうか。

　一番の楽しみは「４人のひ孫に会うこと」

　心身共に健康なまちづくりのポイントについて講演

市
長
が
　
歳
以
上
の
高
齢
者
を
訪
問

１００

広報とうかい　２０１７年９月１５日号

日
本
看
護
研
究
学
会
　
第
　
回
学
術
集
会

４３

市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

江
戸
・
明
治
か
ら
い
き
づ
く
モ
ノ
づ
く
り
・
健
康
づ
く
り

８月２９日（火）・３０日（水）の２日間に
渡り、市内数会場で「日本看護研究学会第
４３回学術集会」が開かれました。
３０日に行われた市民フォーラムでは、「住
むだけで健康になれる環境づくりの大切さ」
について千葉大学・近藤克則さんが基調講
演。続いて、知多半島発祥の３つの企業「カ
ゴメ㈱」「㈱Mizkan　Partners」「㈱坂角総
本舗」から自社の考える「健康づくりにおけ
る企業の役割と自社の行なっている健康づ
くりのための活動」についての講演がありま
した。
安井典子さん（５６歳）は、「企業が、社会的使
命を感じながら、真摯に製品開発を行なって
いることを知ることができました」と感想を
話してくれました。



20広報とうかい　２０１７年９月１５日号

秋
は
日
没
時
刻
が
日
増
し
に
早
く
な

る
こ
と
か
ら
、
運
転
手
に
と
っ
て
は
歩

行
者
や
自
転
車
の
動
き
が
見
え
に
く
く

な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
夕
暮
れ
ど
き
か

ら
夜
間
に
か
け
て
は
交
通
量
が
多
い
こ

と
も
あ
り
、
子
ど
も
や
高
齢
者
が
交
通

事
故
に
遭
う
危
険
性
が
高
ま
り
ま
す
。

１
人
ひ
と
り
が
交
通
安
全
意
識
を
高

め
、交
通
事
故
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

●
取
り
組
み
の
重
点

・
歩
行
中
の
子
ど
も
と
高
齢
者
及
び
高
齢

ド
ラ
イ
バ
ー
の
交
通
事
故
を
防
止
し
よ
う

・
夕
暮
れ
ど
き
と
夜
間
の
歩
行
中
・
自

転
車
乗
用
中
の
交
通
事
故
を
な
く
そ
う

・
後
部
座
席
を
含
め
た
す
べ
て
の
座
席

で
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー

ト
を
正
し
く
着
用
し
よ
う

・
飲
酒
運
転
を
根
絶
し
よ
う

「
結
核
」
は
過
去
の
病
気
で
は
な
く
、

今
も
な
お
、
重
大
な
感
染
症
で
す
。　２８

年
に
知
多
保
健
所
管
内
で
結
核
を
発
病

し
た
方
は
　
人
で
し
た
。

５９

早
期
発
見
の
た
め
、
結
核
健
康
診
断

な
ど
の
検
診
で
年
１
回
の
胸
部
レ
ン
ト

ゲ
ン
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
２
週
間
以
上
せ
き
・
た
ん
が

続
く
場
合
は
結
核
を
疑
い
、
医
療
機
関

を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

詳
し
く
は
、
知
多
保
健
所
（
電
話
０

５
６
２
─
　
─
６
２
１
１
）
へ
。

３２

２８年度の温室効果ガス総排出量が算定されましたので、公表します。
■市の取り組み
「地球温暖化対策の推進に関する法律」に基づき、２８年８月に「第４次東海市庁内等環境保全率先
行動計画」を定めました。
この計画は、市が自ら行う事務や事業を対象とし、３２年度までに、市が排出する二酸化炭素などの

温室効果ガスの総排出量を、２６年度の排出量から６％削減することを目標としています。
■市の総排出量は１６,２６８トン
２８年度の温室効果ガス総排出量は１６,２６８トンで、２６年度の２０,１５０トンと比較して３,８８２トン（１９.３％）
の減少となりました。
なお、電気排出係数は毎年見直されるため、２６年度の温室効果ガス排出量を２８年度の電気排出係数を用
いて再計算すると、１９,４０３トンとなり、２８年度は実質３,１３５トン（１６.２％）の減少となります。
これは、年間をとおしての節電と清掃センターでのごみの処理量の減少が、温室効果ガスの削減に
大きく関わっています。
市では、今後もエネルギー使用の削減に努め、より一層環境に配慮した事務・事業を進めていきます。
市民の皆さんも、事業所の皆さんも、ごみの減量や省エネなど、身近なことからご協力をお願いします。
詳しくは、市役所生活環境課（５階）へ。

●農地の貸し手
農地をお持ちで、今後その農地を
利用されないなど、農地の貸し付け
を希望される方は市役所農務課（５
階）またはＪＡあいち知多東海営農
センター（電話０５６２―３３―５６０３）
へお問い合わせください
●農地の借り手
農地の借り受けを希望される農
業従事者は、９月２９日（金）まで
に農用地等借受申込書（規定用紙）
に必要事項を記入して、農務課また
はＪＡあいち知多東海営農セン
ターへ
制度などについて詳しくは、農

務課へ。

農地の貸付・
借受に関する事業

地球温暖化防止に向けて…

28年度温室効果ガ28年度温室効果ガスス
総排出量の算定結　　　　　　総排出量の算定結果果
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安
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運
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動
セ
ン
タ
ー
　
●
対
象
者
　
市
及

び
市
近
隣
に
在
住
・
在
勤
の
　
～
２０

　
代
の
独
身
男
女
　
●
内
容
　
レ

４０ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ゲ
ー
ム
・
交
流

会
　
●
定
員
　
男
女
各
　
人
（
応

１０

募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）　
　

●
講
師
　
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
・

大
須
賀
達
子
さ
ん
　
●
参
加
料
　

　
円（
飲
み
物
代
）　
●
申
し
込
み

１００９
月
　
日
（
金
）
か
ら
　
日
（
土
）

１５

３０

ま
で
に
結
婚
応
援
セ
ン
タ
ー
へ
。

電
話
で
も
受
け
付
け
ま
す

詳
し
く
は
、
申
込
先
へ
。

鼓
、
加
盟
　
団
体
の
練
習
成
果
の

２０

発
表
　
●
入
場
料
　
無
料

詳
し
く
は
、
東
海
市
文
化
協
会

（
文
化
セ
ン
タ
ー
内
・
電
話
０
５
６

２
―
　
―
８
５
３
０
）
へ
。

３３
男
女
の
出
会
い

楽
し
い
交
流
ゲ
ー
ム
で

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力

Ｕ
Ｐ

独
身
の
男
女
で
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
ゲ
ー
ム
を
行
い
ま
す
。

楽
し
い
雰
囲
気
の
中
で
参
加
者

同
士
の
交
流
を
深
め
ま
せ
ん
か
。

●
と
き
　
　
月
　
日
（
土
）
午
後

１０

２１

１
時
　
分
～
４
時
（
受
付
は
１
時

３０

　
分
～
）　
●
と
こ
ろ
　
市
民
活

１５

を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

人
の
声
に
近
い
と
い
わ
れ
る
温

か
い
チ
ェ
ロ
の
音
色
と
、
こ
こ
で

し
か
聴
け
な
い
お
話
に
も
ご
期
待

く
だ
さ
い
。

●
と
き
　
　
月
　
日（
日
）午
後
４

１０

１５

時
～
　
●
と
こ
ろ
　
芸
術
劇
場
嚶

鳴
広
場（
２
階
）　
●
出
演
　
新
井

康
之（
チ
ェ
ロ
）、天
野
初
菜（
ピ
ア

ノ
）　
●
入
場
料
　
無
料
　
●
申

し
込
み
　
不
要

な
お
、
当
日
は
電
子
ピ
ア
ノ
を

使
用
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
芸
術
劇
場
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
芸

術
劇
場
文
化
芸
術
課
（
３
階
）
へ
。

芸
能
二
部

民
謡
お
ど
り
の
集
い

●
と
き
　
　
月
８
日
（
日
）
午
前

１０

　
時
　
分
～
午
後
２
時
（
開
場
は

１０

３０

　
時
）　
●
と
こ
ろ
　
文
化
セ
ン

１０タ
ー
　
●
内
容
　
民
踊（
お
ど
り
）

と
民
謡
（
唄
・
三
味
線
）、
銭
太

公
園
Ｐ
Ｒ
書
作
品
展

●
と
き
　
　
月
１
日
（
日
）
か
ら

１０

　
日
（
火
）
ま
で
の
午
前
８
時
　

３１

３０

分
～
午
後
５
時
　
●
と
こ
ろ
　
大

池
公
園
管
理
事
務
所
　
●
内
容
　

小
・
中
学
生
か
ら
募
集
し
た
書
道

作
品
の
中
か
ら
、
大
賞
・
特
選
・

入
選
作
品
の
展
示

詳
し
く
は
、
東
海
市
施
設
管
理

協
会（
大
池
公
園
管
理
事
務
所
内
・

電
話
０
５
２
―
６
０
３
―
４
１
５

５
）
へ
。

 嚶
鳴
 サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー
ト

お
う
め
い

新
井
康
之
ト
ー
ク
＆

コ
ン
サ
ー
ト

名
古
屋
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交

響
楽
団
の
チ
ェ
ロ
奏
者
・
新
井
康

之
さ
ん
を
迎
え
て
、
演
奏
と
お
話

農
業
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

■
生
産
物
販
売

●
販
売
品
目
・
期
間

柿
…
毎
週
土
・
日
曜
日
（
９

月
下
旬
か
ら
販
売
予
定
）。

時
間
は
午
前
９
時
～
午
後

５
時

　
販
売
数
に
限
り
が
あ
り

ま
す
の
で
、お
早
め
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

杏

依

伊

偉

以以以以以以以以以以以以

以以以以以以以以以以以以

位
位
位
位
位

位
位
位
位
位
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■
お
話
友
の
会

●
と
き
　
９
月
　
日
（
日
）、　

１７

２３

日
（
土
）、　
日
（
日
）。
時
間

２４

は
午
後
２
時
　
分
～
３
時
  　

３０

●
対
象
者
　
幼
児
・
小
学
校
低

学
年

■
名
作
映
画
会
　

●
と
き
　
９
月
　
日
（
土
）
午

１６

後
２
時
　
分
～
３
時
　
●
対
象

３０

者
　
幼
児
・
小
学
生
　
●
題
名

「
す
て
き
な
三
に
ん
ぐ
み
」

■
ひ
よ
こ
の
会
　

●
と
き
　
９
月
　
日
（
金
）
午

１５

前
　
時
～
　
時
　
分
　
●
対
象

１１

１１

２０

者
　
乳
幼
児
　
●
内
容
　
読
み

聞
か
せ
、
わ
ら
べ
う
た
、
手
遊

び
な
ど

■
休
館
の
お
知
ら
せ

図
書
館
資
料
の
特
別
整
理
の

た
め
、
９
月
　
日
（
月
）
か
ら

２５

　
月
２
日
（
月
）
ま
で
休
館
し

１０ま
す
。

休
館
中
の
資
料
の
返
却
は
玄

関
横
の
返
却
ポ
ス
ト
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
〔
返
却
受
付
は
　
月
１０

３
日
（
火
）
に
な
り
ま
す
〕。

解

廻

塊

快

回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊

壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊

中
央
図
書
館
だ
よ
り

在
住
・
在
勤
・
在
学
者
を
優
先
　

●
定
員
　
　
人（
先
着
順
）　
●
参

１５

加
料
　
無
料
　
●
申
し
込
み
　
９

月
　
日
（
水
）
ま
で
に
社
会
福
祉

２７
協
議
会
（
電
話
０
５
６
２
―
６
８

９
―
１
６
０
５
）
へ

詳
し
く
は
、
申
込
先
へ
。

救
命
講
習
会

●
と
き
　
　
月
　
日
（
日
）
午
前

１０

１５

９
時
～
正
午
　
●
と
こ
ろ
　
地
域

防
災
セ
ン
タ
ー
　
●
対
象
者
　
市

内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者
（
中
学

生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）　
●
定

員
　
　
人（
先
着
順
）　
●
参
加
料

３０

無
料
　
●
申
し
込
み
　
９
月
　
日
１５

（
金
）
か
ら
　
月
１
日
（
日
）
ま
で

１０

に
消
防
署
警
防
課
ま
た
は
消
防
署

南
・
北
出
張
所
へ
。
申
込
用
紙
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
て
使
用
で
き
ま
す

詳
し
く
は
、
申
込
先
へ
。

話
を
聞
き
、
自
分
た
ち
の
活
動
が

地
域
と
繋
が
り
な
が
ら
協
働
で
き

る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
の
意
見
交

換
　
●
定
員
　
　
人
程
度
（
先
着

２５

順
）　
●
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
　

ア
レ
ル
ギ
ー
支
援
の
会
・
に
こ
に

こ
・
深
谷
里
枝
さ
ん
、
東
海
オ
ス

ト
メ
イ
ト
の
会
・
星
　
梅
次
郎
さ

ん
　
●
参
加
料
　
無
料
　
●
申
し

込
み
　
９
月
　
日
（
日
）
ま
で
に

２４

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
へ
。
Ｆ
Ａ
Ｘ

（
０
５
６
２
―
　
―
８
１
８
０
）ま

３２

た
は
電
話
、
メ
ー
ル
（
ア
ド
レ
ス

Shim
in-c@

fuga.ocn.ne.j
p

）
で
も
受
け
付
け
ま
す

詳
し
く
は
、
申
込
先
へ
。

 音
訳
 ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

お
ん
や
く

養
成
講
座

視
覚
障
害
者
へ
の
理
解
を
深

め
、音
訳
の
基
礎
に
つ
い
て
学
び
、

音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動

す
る
方
を
養
成
す
る
こ
と
を
目
的

に
開
催
し
ま
す
。

●
と
き
　
　
月
　
日
か
ら
　
月
　

１０

１０

１１

１４

日
ま
で
の
毎
週
火
曜
日
で
全
６

回
。
時
間
は
午
前
　
時
～
正
午
　

1０

●
と
こ
ろ
　
し
あ
わ
せ
村
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
　
●
対
象
者
　
市
内

第
３
回
み
ん
な
の
広
場

「
防
災
に
い
か
そ
う

  地
域
の
連
携
」

防
災
月
間
に
ち
な
み
、「
防
災
」

を
テ
ー
マ
に
、
希
薄
に
な
り
つ
つ

あ
る
地
域
連
携
の
あ
り
方
や
そ
の

必
要
性
に
つ
い
て
、
ゲ
ス
ト
ス

ピ
ー
カ
ー
と
一
緒
に
考
え
ま
せ
ん

か
。

●
と
き
　
９
月
　
日
（
水
）
午
後

２７

１
時
　
分
～
３
時
　
●
と
こ
ろ
　

３０

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
　
●
対
象
者

市
内
在
住
・
在
学
・
在
勤
者
　
　

●
内
容
　
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
の

ラ
ン
チ
メ
ニ
ュ
ー
（
マ
グ
ロ
の
カ

ル
パ
ッ
チ
ョ
、
マ
グ
ロ
カ
ツ
、
マ

グ
ロ
汁
、デ
ザ
ー
ト
ほ
か
）　
●
定

員
　
　
人（
先
着
順
）　
●
参
加
料

５０

千
　
円（
昼
食
付
き
）　
●
講
師
　

５００
㈱
ウ
エ
カ
ツ
社
長
・
上
田
勝
彦
さ

ん
　
●
申
し
込
み
　
電
話
（
０
５

２
―
６
０
３
―
３
５
２
３
）
ま
た

は
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
０
５
２
―
６
０
３
―

９
７
６
７
）、
郵
送
（
〒
４
７
６
―

０
０
０
３
　
荒
尾
町
上
平
井
　
）
１８

で
「
食
材
の
寺
小
屋
」
事
務
局
へ

詳
し
く
は
、
申
込
先
へ
。

食
材
の
寺
小
屋

今
回
は
魚
の
魅
力
を
伝
え
る

「
魚
の
伝
道
師
」と
し
て
メ
デ
ィ
ア

な
ど
で
活
躍
す
る
上
田
勝
彦
さ
ん

を
お
招
き
し
ま
す
。

●
と
き
　
　
月
２
日
（
月
）
正
午

１０

～
午
後
２
時
　
分
　
●
と
こ
ろ
　

１５

芸
術
劇
場
多
目
的
ホ
ー
ル
　
●
内

容
　
講
話
「
魚
と
食
卓
を
身
近
に

す
る
～
料
理
は
レ
シ
ピ
で
な
く
シ

ス
テ
ム
で
！
」・
講
話
に
合
わ
せ
た

23

●
と
き
　
　
月
２
日
か
ら
　
月
　

１１

１２

１４

日
ま
で
の
木
曜
日（
　
月
９
日
・
　

１１

２３

日
を
除
く
）で
全
５
回
。時
間
は
午

前
　
時
～
　
時
　
分
　
●
と
こ
ろ

１０

１１

３０

上
野
公
民
館
　
●
定
員
　
　
人
１０

（
先
着
順
）　
●
講
師
　
東
海
市
文

化
協
会
顧
問
・
佐
野
美
惠
さ
ん
　

●
持
ち
物
　
筆
記
用
具
　
●
参
加

料
　
千
円（
全
５
回
）　
●
申
し
込

み
　
　
月
　
日（
金
）ま
で
に
東
海

１０

２０

市
文
化
協
会（
文
化
セ
ン
タ
ー
内
・

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
共
通
０
５
６
２
―

　
―
８
５
３
０
）へ

３３
詳
し
く
は
、
申
込
先
へ
。
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家庭での不用品などを楽しく売買するフリーマー
ケットとアマチュアバンドによる野外コンサートを開
催します。
なお、会場へは公共交通機関をご利用ください。

●とき　９月２４日（日）午前１０時～午後３時（コンサー
トは午前１０時～午後零時３０分）荒天中止　●ところ　
元浜公園　●出店料　市内在住で家庭の不用品を販売
する方は、１,５００円（それ以外の出店料は、申込先へお問
い合わせください）　●申し込み　中部フリーマー
ケット連盟（電話０５２―７８９―１７１７）へ
■出演グループ・実行委員を募集
元浜なぎさコンサートに出演するグループを募集し

ています。ロックやフォーク、三味線、和太鼓、ダンス
などどんなジャンルでも結構です。
また、コンサートの運営に興味のある方は、実行委員

をやってみませんか。
●今後の開催予定　１１月までの毎月第４日曜日　　
●出演料　無料　●申し込み　東海市施設管理協会
（大池公園管理事務所内・電話０５２―６０３―４１５５）へ
詳しくは、元浜なぎさコンサートホームページをご覧
いただくか、申込先へ。

フリーマーケット inよこすか
元浜なぎさコンサート

―毎月第4日曜日元浜公園で開催―

を
持
参
し
て
、
市
民
体
育
館
へ

詳
し
く
は
、
申
込
先
へ
。

フ
ィ
ジ
カ
ル

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン

教
室

●
と
き
　
　
月
　
日
か
ら
　
月
５

１０

１７

１２

日
ま
で
の
火
曜
日
で
全
６
回
（
　１０

月
　
日
・
　
月
７
日
を
除
く
）。
時

３１

１１

間
は
◎
１
部
…
午
後
６
時
　
分
～

３０

７
時
　
分
　
◎
２
部
…
午
後
７
時

３０

　
分
～
８
時
　
分
　
●
と
こ
ろ
　

４５

４５

市
民
体
育
館
　
●
対
象
者
　
◎
１

部
…
市
内
在
住
・
在
学
の
小
学
生

◎
２
部
…
市
内
在
住
・
在
学
の
小

学
４
～
６
年
生
　
●
内
容
　
英
語

を
交
え
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

（
意
識
を
持
っ
て
運
動
す
る
こ

と
）、低
反
発
ボ
ー
ル
を
使
っ
た
身

体
づ
く
り
　
●
定
員
　
各
　
人
２０

（
先
着
順
）　
●
参
加
料
　
各
５
千

円
　
●
申
し
込
み
　
９
月
　
日
１５

（
金
）
か
ら
　
月
　
日
（
火
）
の
午

１０

１０

前
９
時
　
分
か
ら
午
後
８
時
ま
で

３０

〔
　
月
２
日
（
月
）
を
除
く
〕
に
印

１０鑑
と
参
加
料
を
持
参
し
て
、
市
民

体
育
館
へ

詳
し
く
は
、
申
込
先
へ
。

日
ま
で
の
火
曜
日
で
全
５
回
（
　１０

月
　
日
・
　
月
７
日
を
除
く
）。
時

１７

１１

間
は
午
前
　
時
～
　
時
　
分

１０

１１

３０

②
 自
分
を
癒
す
水
曜
日

●
と
き
　
　
月
　
日
か
ら
　
月
　

１０

１１

１１

２２

日
ま
で
の
水
曜
日
で
全
５
回
（
　１０

月
　
日
・
　
月
１
日
を
除
く
）。
時

１８

１１

間
は
午
後
７
時
～
８
時
　
分
３０

◎
共
通

●
と
こ
ろ
　
市
民
体
育
館
　
●
対

象
者
　
　
歳
以
上
の
女
性
で
市
内

１６

在
住
・
在
勤
・
在
学
者
　
●
内
容

優
し
い
ヨ
ガ
と
デ
ト
ッ
ク
ス
足
も

み
で
心
身
共
に
健
や
か
に
な
る

（
最
終
回
は
ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー
付
き
）

●
定
員
　
各
　
人（
先
着
順
）　
　

３５

●
講
師
　
水
谷
祐
子
さ
ん
　
●
参

加
料
　
各
５
千
円
　
●
申
し
込
み

９
月
　
日
（
金
）
か
ら
①
は
　
月

１５

１０

３
日
（
火
）
ま
で
、
②
は
　
月
４

１０

日
（
水
）
ま
で
の
午
前
９
時
　
分
３０

か
ら
午
後
８
時
ま
で
〔
　
月
２
日

１０

（
月
）
を
除
く
〕
に
印
鑑
と
参
加
料

女
性
の
た
め
の

Ｙ
Ｏ
Ｇ
Ａ
教
室

①
 自
分
を
癒
す
火
曜
日

●
と
き
　
　
月
　
日
か
ら
　
月
　

１０

１０

１１

２１

文
化
体
験
講
座

「
初
め
て
の
短
歌
」

短
歌
を
基
礎
か
ら
学
び
、
楽
し

く
歌
づ
く
り
を
体
験
し
て
み
ま
せ

ん
か
。
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スポーツクラブ東海　大会・教室のご案内
申し込み・問い合わせは、
スポーツクラブ東海事務局へ。

競技部門
申し込み参加料対象者と　き

大　会　名
問い合わせ先種　目ところ

１０月１1日
（水）まで

ソフトテニス連
盟登録者…５００円
/人、未登録者…
１,０００円/人、高校
生…３００円/人、小
学生…無料

小学生以上（中学生を除く）の
市内在住・在勤・在学・在クラ
ブ者

１０月１5日（日）
午前８時４５分～
〔予備日：１０月２2日（日）〕

後期市民
ソフトテニス
大会

ソフトテニス連盟・百瀬
（電話０５６２―３２―３６３３）

①一般男子の部A級　②一
般男子の部B級　③一般女
子の部A級　④一般女子の
部B級　⑤シニアの部　⑥
ジュニアの部
〔①③は経験者、②④は初心
者から県大会出場経験のない
方、⑤は男子６０歳以上・女
子５０歳以上（男女混合も可）
⑥は小学生以下〕

加木屋運動公園
テニスコート

１０月１０日
（火）まで無料市内在住の小・中学生１０月２８日（土）

午前９時３０分～

東海ロータリー
クラブ旗
少年剣道大会 剣道部・小島

（電話０９０―１８６２―８４４１）

①小学生低学年の部（４年生
以下）　②小学生高学年の部
（５年生以上）　③中学生男子
の部　④中学生女子の部
（①～③は１チーム選手５人
④は１チーム選手３人）

市民体育館

振興部門
申し込み
（先着順）参加料内　容

対象者と　き
教　室　名

定　員ところ

９月２１日（木）
～１０月５日（木）３,０００円

かけっこなど
の自由遊びや
体操をとおし
て、おともだ
ちづくり、基
礎体力づくり
をする

市内在住の未就園
児とその保護者

１０月１２日から１１月１６
日までの木曜日で全５
回（１１月２日を除く）
午前１０時～１１時

親子ふれあい教室
～はじめての
   おともだち
　づくり～

２５家族市民体育館

９月１９日（火）
～１０月３日（火）２,０００円

競技力の向上
と基本技術の
習得を図る

市内在住・在学の
小学４～６年生

１０月から２月までの第２
土曜日で全５回（１２月は
第４土曜日）
午後６時３０分～８時３０分
（雨天中止・予備日は第
４土曜日、１２月は予備
日なし）

小学生
ナイターサッカー
スクール

１００人富木島中学校

９月２３日（土）
～１０月７日（土）３,０００円

各種ストロー
クやショット
の打ち方など
基礎から幅広
く学ぶ

小学４年生以上
の市内在住・在
勤・在学者

１０月２１日から１２月１６日
までの土曜日で全６回
（１１月４日、１２月２日・
９日を除く）
午後６時３０分～８時

バドミントン
スクール
～初歩からの
   バドミントン～

３０人市民体育館

※スポーツクラブ東海への会員登録が必要です（市内在住・在勤・在学者、年額５００円）。申し込みは火曜日から日曜日の午
前９時から午後５時までにスポーツクラブ東海へ（電話不可）。参加者が少ないときは、教室を開催しない場合があります。
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薗

塩

鉛

於

遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠

遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠

鴛
鴛
鴛
鴛
鴛

鴛
鴛
鴛
鴛
鴛

問い合わせ先参加料ところと　き種　目 申込締切対象者

ゲートボール協会・岩崎
（電話０５２―６０４―７７２３）

３００円/人元浜公園
ゲートボール場１０月 １１日（水）

 午前８時３０分～
〔予備日：１０月 １３日（金）〕

ゲートボール

１０月４日（水）６０歳以上

ソフトテニス連盟・百瀬
（電話０５６２―３２―３６３３）

５００円/人加木屋運動公園
テニスコート１０月１５日（日）

 午前８時４５分～
〔予備日：１０月２２日（日）〕

ソフトテニス

１０月１１日（水）６０歳以上

テニス部・早川
（電話０５２―６０４―０９７１）

１,０００円/人
（昼食代を含む）

加木屋運動公園
テニスコート

１０月１８日（水）
 午前９時～
〔予備日：１０月１９日（木）〕

硬式テニス

１０月１２日（木）
ダブルス（男性…６５
歳以上、女性…６０
歳以上）

とうちゃんソフトボール
連絡協議会・竹田
（電話０５２―６０３―５８３６）

２００円/人新宝緑地運動公園１０月２２日（日）
 午前８時～
〔予備日：１０月２９日（日）〕

とうちゃん
ソフトボール

１０月６日（金）５５歳以上

卓球部・岡田
（電話０５２―６０１―７５４７）

３００円/人
〔会員以外は６００円/
人（昼食代を含む）〕

市民体育館

１０月２２日（日）
午前９時１５分～卓球

１０月７日（土）
ダブルス（男性…６０
歳以上、女性…５５
歳以上）

グラウンド・ゴルフ協会・
加藤
（電話０５６２―３２―３８５４）

５００円/人大池公園多目的広場１１月１２日（日）
 午前８時～
〔予備日：１１月１９日（日）〕

グラウンド・
ゴルフ

１０月１５日（日）５５歳以上

※申し込みはいずれもスポーツクラブ東海事務局（定休日：毎週月曜日）へ。
　硬式テニスは加木屋テニスコート管理事務所（電話０５６２―３５―０６７８）でも受け付けます。

シニアの健康づくりや生きがいづくりを目的に、各種スポーツ大会を行います。市内在住・在勤のシニアで
あればどなたでも参加できますので、ぜひ、お申し込みください。

第９回シニア健康スポーツフェスティバル

■スポーツクラブ東海事務局（定休日：毎週月曜日）
　電話0562 ―39―4050（市民体育館内）

●とき　１０月２８日（土）午後１時～４時３０分　●ところ　市民体育館　●内容　全日本剣道選手権など
全国大会で優勝経歴を持つ、教士七段の近本　巧先生を指導者として迎える剣道講習会　●入場料　無料
詳しくは、スポーツクラブ東海剣道部・安部さん（電話０９０―１８３４―００３２）へ。

トップアスリートによる剣道講習会
観覧しません

か

広報とうかい　２０１７年９月１5日号
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市
教
育
委
員
会

第
９
回
定
例
会

●
と
き
　
９
月
　
日
（
金
）
午
前

２２

９
時
　
分
～
　
●
と
こ
ろ
　
市
役

３０

所
　
会
議
室
（
６
階
）

６０３保
健
な
ん
で
も
相
談

身
体
の
心
配
ご
と
、
健
診
の
結

果
、
栄
養
、
禁
煙
な
ど
に
つ
い
て
、

専
門
の
ス
タ
ッ
フ
が
相
談
に
応
じ

ま
す
。

●
と
き
　
　
月
２
日
（
月
）
午
後

１０

１
時
～
４
時（
受
付
は
３
時
ま
で
）

●
と
こ
ろ
　
し
あ
わ
せ
村
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
　
●
対
象
者
　
健
康

な
ど
に
関
す
る
心
配
・
疑
問
の
あ

る
方
　
●
定
員
　
　
人（
先
着
順
）

１５

●
持
ち
物
　
健
診
結
果
（
お
持
ち

の
方
の
み
）　
 ●
申
し
込
み
　
９

■しあわせ村健康推進課・高齢者支援課
　〒476 － 0003　荒尾町西廻間2 － 1　電話052 － 689 － 1600 （総合案内）

が
長
い
方
、
保
育
士
資
格
は
な
い

が
保
育
の
仕
事
に
興
味
を
お
持
ち

の
方
の
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

●
と
き
・
と
こ
ろ
　
①
９
月
　
日
２６

（
火
）
午
前
　
時
～
午
後
３
時
・
市

１０

役
所
　
会
議
室（
３
階
）　
②
９
月

３０２

　
日
（
木
）
午
前
　
時
～
午
後
３

２８

１０

時
・
市
役
所
　
会
議
室
（
３
階
）　

３０１

●
対
象
者
　
保
育
士
資
格
を
お
持

ち
の
方
及
び
保
育
士
資
格
は
な
い

が
、
保
育
園
で
の
仕
事
に
興
味
を

お
持
ち
の
方
　
●
参
加
料
　
無
料

●
申
し
込
み
　
不
要

詳
し
く
は
、
市
役
所
幼
児
保
育

課
（
６
階
）
へ
。

ま
ち
づ
く
り

協
働
推
進
事
業

地
域
ね
こ
活
動
説
明
会

飼
い
主
の
い
な
い
猫
を
増
や
さ

な
い
よ
う
に
す
る
た
め
の
活
動
に

関
す
る
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

困
っ
て
い
る
方
や
、
関
心
の
あ

る
方
は
、
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

●
と
き
　
９
月
　
日（
金
）午
後
２

２２

時
～
　
●
と
こ
ろ
　
富
田
公
民
館

詳
し
く
は
、
市
役
所
生
活
環
境

課
（
５
階
）
へ
。

月
　
日
（
金
）
ま
で
に
、
し
あ
わ

２９
せ
村
健
康
推
進
課
へ

詳
し
く
は
、
申
込
先
へ
。

消
費
税
軽
減
税
率
制
度
等

説
明
会

　
年
　
月
１
日
か
ら
、
消
費
税

３１

１０

の
税
率
が
８
％
か
ら
　
％
へ
引
き

１０

上
げ
ら
れ
、
税
率
引
上
げ
と
同
時

に
、
消
費
税
の
軽
減
税
率
制
度
が

実
施
さ
れ
ま
す
。

軽
減
税
率
制
度
の
概
要
や
支
援

制
度
な
ど
を
テ
ー
マ
と
し
て
説
明

会
を
開
催
し
ま
す
。

●
と
き
　
　
月
　
日
（
木
）
午
前

１０

１２

　
時
～
　
時
　
分
　
●
と
こ
ろ
　

１０

１１

３０

市
役
所
地
下
大
会
議
室
　
●
対
象

者
　
事
業
者

電
話
の
場
合
は
、
自
動
音
声
案

内
に
従
っ
て
、「
２
」
を
選
択
し
て

く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
半
田
税
務
署
（
電

話
０
５
６
９
―
　
―
３
１
４
１
）

２１

へ
。保

育
園
就
職
相
談
会

保
育
士
資
格
は
あ
る
も
の
の
経

験
が
な
く
不
安
な
方
、
ブ
ラ
ン
ク

し
て
、
市
民
体
育
館
へ

詳
し
く
は
、
申
込
先
へ
。

中
学
生

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教
室

●
と
き
　
　
月
　
日
か
ら
　
月
　

１０

２０

１１

２４

日
ま
で
の
毎
週
金
曜
日
で
全
６

回
。時
間
は
午
後
７
時
～
９
時（
予

備
日
は
　
月
１
日
・
８
日
）　
●
と

１２

こ
ろ
　
加
木
屋
運
動
公
園
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
　
●
対
象
者
　
市
内
在

住
・
在
学
者
　
●
定
員
　
　
人（
先

３０

着
順
）　
●
参
加
料
　
２
千
円（
傷

害
保
険
料
を
含
む
）　
●
持
ち
物

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
用
ラ
ケ
ッ
ト
、

シ
ュ
ー
ズ
、
タ
オ
ル
、
水
筒
な
ど

●
申
し
込
み
　
９
月
　
日
（
月
）

１８

か
ら
保
護
者
が
印
鑑
と
参
加
料
を

持
参
し
て
、
東
海
市
施
設
管
理
協

会
（
大
池
公
園
管
理
事
務
所
内
・

電
話
０
５
２
―
６
０
３
―
４
１
５

５
）
へ

詳
し
く
は
、
申
込
先
へ
。

体
操
教
室

①
 木
曜
体
操
教
室

●
と
き
　
　
月
　
日
か
ら
　
月
７

１０

１９

１２

日
ま
で
の
木
曜
日
で
全
６
回
（
　１１

月
２
日
・
　
日
を
除
く
）。
時
間
は

２３

午
後
５
時
～
６
時
　
●
対
象
者
　

市
内
在
住
・
在
学
の
小
学
１
～
３

年
生②

 金
曜
体
操
教
室

●
と
き
　
　
月
　
日
か
ら
　
月
１

１０

２０

１２

日
ま
で
の
金
曜
日
で
全
６
回
（
　１１

月
３
日
を
除
く
）。時
間
は
午
後
５

時
～
６
時
　
●
対
象
者
　
市
内
在

住
・
在
学
の
小
学
生

◎
共
通

●
と
こ
ろ
　
市
民
体
育
館
　
●
内

容
　
鉄
棒
、
マ
ッ
ト
、
と
び
箱
な

ど
の
学
校
体
操
や
ボ
ー
ル
、
な
わ

と
び
な
ど
　
●
定
員
　
各
　
人
４０

（
い
ず
れ
も
先
着
順
）　
●
参
加
料

各
６
千
円
　
●
申
し
込
み
　
９
月

　
日
（
金
）
か
ら
①
は
　
月
　
日

１５

１０

１２

（
木
）ま
で
、②
は
　
月
　
日（
金
）

１０

１３

ま
で
の
午
前
９
時
　
分
か
ら
午
後

３０

８
時
ま
で
〔
　
月
２
日
（
月
）
を

１０

除
く
〕
に
印
鑑
と
参
加
料
を
持
参
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月
５
日
（
木
）
ま
で
に
①
～
④
は

都
市
整
備
課
へ
、
⑤
は
花
と
緑
の

推
進
課
へ
意
見
書
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

い
ず
れ
も
詳
し
く
は
、縦
覧
先
へ
。

保
育
園
臨
時
職
員

（
加
配
調
理
員
）

●
採
用
予
定
日
　
　
月
１
日（
日
）

１０

●
採
用
予
定
人
数
　
１
人
　
●
仕

事
内
容
　
保
育
園
給
食
の
調
理
・

用
務
　
●
勤
務
時
間
　
月
曜
日
か

ら
金
曜
日
の
午
前
８
時
　
分
～
正

３０

午
〔
う
ち
１
日
の
み
午
前
８
時
　３０

分
～
午
後
２
時
（
１
時
間
休
憩
）〕

●
勤
務
場
所
　
市
内
保
育
園
　
　

●
賃
金
　
　
円（
時
給
）　
●
申
し

９６０

込
み
　
市
役
所
幼
児
保
育
課
（
６

階
）
へ
。
申
込
時
に
簡
単
な
面
接

を
行
い
ま
す

な
お
、
調
理
師
免
許
な
ど
は
必

須
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。　

詳
し
く
は
、
申
込
先
へ
。

南
寺
廻
間
・
奥
油
田
・
寺
徳
、
浅

山
三
丁
目
、
富
貴
ノ
台
一
丁
目
、

荒
尾
町
向
前
田
、東
海
町
六
丁
目
、

富
木
島
町
東
扇
廻
間
・
南
屋
敷
・

石
根
、
東
海
太
田
川
駅
周
辺
土
地

区
画
整
理
事
業
区
域
、
高
横
須
賀

町
六
丁
目
及
び
加
木
屋
町
西
平

子
・
小
清
水
・
留
木
・
北
平
井
・

東
島
田
・
南
鹿
持
の
各
一
部

④
 知
多
都
市
計
画

　
 風
致
地
区
の
変
更
案

●
変
更
地
区
　
荒
尾
町
仏
供
田
の

一
部⑤

 知
多
都
市
計
画

　
 公
園
の
変
更
案

●
変
更
内
容
 　
二
本
木
公
園（
荒

尾
町
二
本
木
地
内
）
の
追
加

◎
共
通

●
縦
覧
期
間
　
９
月
　
日
（
木
）

２１

～
　
月
５
日
（
木
）〔
土
・
日
曜
日

１０
を
除
く
〕
午
前
８
時
　
分
～
午
後

３０

５
時
　
分
　
●
縦
覧
場
所
　
①
～

１５

④
は
市
役
所
都
市
整
備
課
（
４

階
）、⑤
は
市
役
所
花
と
緑
の
推
進

課
（
４
階
）

な
お
、
い
ず
れ
の
案
に
つ
い
て

も
、
意
見
を
お
持
ち
の
方
は
、　１０

南
加
木
屋
駅
北
地
区
（
図
　
）
…

加
木
屋
町
栗
見
坂
・
平
子
・
三
ツ

池
の
各
一
部

②
 知
多
都
市
計
画

　
 用
途
地
域
の
変
更
案

●
対
象
区
域
　
加
木
屋
町
裾
・
内

堀
・
腹
太
・
石
田
・
白
拍
子
・
樋
・
木

之
下
・
畑
尻
・
六
反
田
・
夕
霞
松
・

辻
ヶ
花
・
円
畑
・
唐
畑
・
栗
見
坂
・
平

子
・
三
ツ
池
の
各
一
部
及
び
富
木

島
町
南
広
の
一
部

③
 知
多
都
市
計
画

　
 生
産
緑
地
地
区
の

　
 変
更
案

●
対
象
区
域
　
名
和
町
五
番
割
・

大
根
・
関
東
山
・
寄
山
・
池
東
・

①
 知
多
都
市
計
画

　
 地
区
計
画
の
案

●
対
象
地
区
　
◎
加
木
屋
北
部
地

区（
図
　
）…
加
木
屋
町
裾
・
内
堀
・

腹
太
・
石
田
・
白
拍
子
・
樋
・
木

之
下
・
畑
尻
・
六
反
田
・
夕
霞
松
・

辻
ヶ
花
・
円
畑
・
唐
畑
の
各
一
部

及
び
富
木
島
町
南
広
の
一
部
　
◎

自
衛
官
採
用
説
明
会

●
と
き
　
９
月
　
日
（
水
）
午
後

２７

５
時
～
７
時
　
●
と
こ
ろ
　
自
衛

隊
愛
知
地
方
協
力
本
部
半
田
地
域

事
務
所（
半
田
市
）　
●
採
用
種
目

な
ど
　
左
の
表
の
と
お
り

詳
し
く
は
、
自
衛
隊
愛
知
地
方
協

力
本
部
半
田
地
域
事
務
所
（
電
話
０

５
６
９
―
　
―
０
０
０
４
）
へ
。

２１

自衛官採用説明会
受験資格採用種目

１８歳以上２１歳未満〔いずれ
も高卒または高専３年次修
了者（見込みを含む）〕

防衛医科大学校
医学科学生
防衛医科大学校
看護学科学生
防衛大学校学生

１８歳以上２７歳未満
一般曹候補生
自衛官候補生
※受験資格（年齢）は３０年４月１日現在

縦
覧
し
ま
す

募
集
し
ま
す

広報とうかい　２０１７年９月１５日号

１

２

知多都市計画地区計画の案

三ツ池小学校

大
田
川

横須賀中学校

消防署南出張所
名
鉄
河
和
線

白拍子橋

加木屋橋

栄橋

白拍子

内堀南

白拍子橋東

至
南
加
木
屋
駅

加木屋小学校

１

２
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東海市

    8:30～   8:45放
送
時
間
   １４:30～  １４:45
  20:30～20:45

アナログ10ch
地上波デジタル12ch

■９月３０日まで 

東浦町

  9:15～   9:20放
送
時
間
15:15～15:20
21:15～21:20

■あったかいいまち
　ひがしうら

大府市

  8:45～   9:00放
送
時
間
14:45～15:00
20:45～21:00

知多市

  9:00～   9:15放
送
時
間
15:00～15:15
21:00～21:15

■９月３０日まで
　梅子と学ぼう！
　朝倉の梯子獅子
　（再放送）

　

地上波デジタル

12ch

■９月３０日まで
　若者目線で
　未来を描く
　高校生議会

　高齢者の交通事故を防ぐために

【番組紹介】
最近、高齢者が関係した交通事故が特に注目
されています。
今回は、運転免許証自主返納事業を中心に、

高齢者が交通事故に巻き込まれないための取
り組みを紹介します。
　東海市の番組のＤＶＤは、市役所情報課 
（３階）でお貸しします。最新の２回分は中央
図書館でもお貸ししています。
　詳しくは、情報課へ。

可
）を
記
入
し
て
、　
月
２
日（
月
・

１０

必
着
）
ま
で
に
市
役
所
商
工
労
政

課
（
〒
４
７
６
―
８
６
０
１
　
住

所
不
要
）
へ
。
結
果
は
　
月
中
旬

１０

に
お
知
ら
せ
し
ま
す

な
お
、
リ
サ
イ
ク
ル
を
目
的
に

開
催
す
る
た
め
、
出
品
は
家
庭
の

不
用
品
に
限
り
ま
す
。
ま
た
、
飲

食
物
、
コ
ピ
ー
商
品
、
動
物
、
薬

品
な
ど
は
販
売
で
き
ま
せ
ん
。

詳
し
く
は
、
申
込
先
へ
。

お
礼

次
の
方
か
ら
ご
寄
付
い
た
だ
き

ま
し
た
。

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

●
東
海
市
肢
体
不
自
由
児
者
父
母

の
会
か
ら
あ
す
な
ろ
学
園
へ
プ
レ

イ
ブ
ロ
ッ
ク
１
セ
ッ
ト
、
フ
ァ
ミ

リ
ー
ル
ー
ム
２
帳
、
キ
ッ
ズ
ハ
ン

キ
ン
グ
チ
ェ
ア
ヨ
キ
　
色
１
台
、

１２

ボ
ォ
ヤ
ー
ジ
ュ
１
台
（
約
　
万
円

２０

相
当
）

●
合
同
会
社
あ
ひ
る
と
ひ
よ
こ
様

か
ら
あ
す
な
ろ
学
園
へ
安
全
ハ
ン

ガ
ー
壁
掛
け
２
点
、
ふ
わ
ふ
わ
水

と
ー
る
マ
ッ
ト
３
点
、
キ
ュ
ー
ト

パ
ー
キ
ー
白
１
点
、
手
作
り
玩
具

２
点
な
ど
　
点
（
　
万
円
相
当
）

１０

１０

る
こ
と
、　
字
以
内
・
規
定
用
紙
）、

８００

職
務
経
歴
書
（
規
定
用
紙
）
を
直

接
持
参
す
る
か
、
郵
送
（
〒
４
７

７
―
８
５
２
２
　
中
ノ
池
３
―
１

―
１
）
で
公
立
西
知
多
総
合
病
院

管
理
課
人
事
管
理
室
へ
。
規
定
用

紙
は
申
込
先
で
配
布
す
る
ほ
か
、

病
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
し
て
使
用
で
き
ま
す

試
験
日
時
、
勤
務
条
件
な
ど
に

つ
い
て
詳
し
く
は
、
病
院
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
申

込
先
へ
。

東
海
秋
ま
つ
り
２
０
１
７

消
費
者
広
場

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の

出
店
者

●
と
き
　
　
月
４
日
（
土
）・
５
日

１１

（
日
）午
前
　
時
～
午
後
４
時
　
　

１０

●
と
こ
ろ
　
勤
労
セ
ン
タ
ー
駐
車

場
　
●
対
象
者
　
市
内
在
住
・
在

勤
の
個
人
ま
た
は
グ
ル
ー
プ
　
　

●
出
店
数
　
各
　
店
（
応
募
者
多

２５

数
の
場
合
は
抽
選
）　
●
参
加
料

無
料
　
●
申
し
込
み
　
官
製
は
が

き
に
「
消
費
者
広
場
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
」、
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
、
希
望
日
（
は
が

き
１
通
に
付
き
１
日
だ
け
申
込

公
立
西
知
多
総
合
病
院

正
規
職
員

（
事
務
幹
部
職
・
任
期
付
）

事
務
部
門
の
幹
部
職
員
と
し

て
、積
極
的
な
経
営
改
善
に
取
り
組

ん
で
い
た
だ
く
方
を
募
集
し
ま
す
。

●
職
種
　
事
務
幹
部
職
（
任
期
付

職
員
）　
●
採
用
予
定
日
　
　
年
３０

４
月
１
日（
日
）　
●
採
用
予
定
人

数
　
若
干
名
　
●
応
募
資
格
　
昭

和
　
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ

４２
た
方
で
、　
床
以
上
の
病
院
ま
た

２００

は
民
間
企
業
や
法
人
で
の
正
規
職

員
ま
た
は
正
社
員
と
し
て
勤
務

し
、
経
営
な
ど
管
理
部
門
で
、
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
経
験
が

あ
る
方
　
◎
課
長
級
以
上
と
し
て

３
年
以
上
あ
る
方
　
◎
係
長
級
以

上
と
し
て
５
年
以
上
あ
る
方
　
　

●
１
次
試
験
日
　
　
月
下
旬
（
別

１１

に
２
次
試
験
有
り
）　
●
試
験
会

場
　
公
立
西
知
多
総
合
病
院
　
　

●
試
験
内
容
　
面
接
、
適
性
検
査

●
申
し
込
み
　
　
月
　
日
（
金
）

１１

１０

ま
で
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除

く
）に
試
験
申
込
書（
規
定
用
紙
）、

最
終
学
校
卒
業
証
明
書
ま
た
は
卒

業
証
書
の
写
し
、
小
論
文
（
テ
ー

マ
…
あ
な
た
が
当
院
に
貢
献
で
き
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弓道硬式テニスソフトテニス卓球バドミントンスポーツ指導
員がいる日 ①午前9時～正午

②午後6時～9時
① 午前9時～正午
② 午後７時～10時

① 午前9時～正午
② 午後6時～9時午後１時～４時午前9時～正午

※カレンダーにスポーツ指導員のいる日をマークで記載しています。マークの後の①、②の数字は指導員のいる時間帯です。
※市民体育館の個人利用については、体育館のホームページをご覧になるか、体育館へお問い合わせください。

土金水 木

●９月１５日～３０日

●17

民民民民民民民民民民

2222222222222000000000000011111111111117777777777777
市市市市市市市市市市

カカカカカカカカカカ レレレレレレレレレレ ンンンンンンンンンン
ダダダダダダダダダダ
ーーーーーーーーーー

とととととととととと
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いいいいいいいいいい

SSSSSSSSSSSSSEEEEEEEEEEEEEPPPPPPPPPPPPPTTTTTTTTTTTTTEEEEEEEEEEEEEMMMMMMMMMMMMMBBBBBBBBBBBBBEEEEEEEEEEEEERRRRRRRRRRRRR9999999999999

●聴覚障害のある方のため、市役所では毎週月～水・金曜日の午前９時から正午までと午後１
時から３時３０分まで手話通訳者を配置しています。市役所での手続きやお問い合わせなどのと
きにご利用ください。

主な公共施設などの電話番号 ◆の施設は、月曜日休み
（しあわせ村は健康ふれあい交流館だけ）
※電話番号をよく確かめておかけください。主な公共施設などの電話番号 ◆の施設は、月曜日休み（しあわせ村は健
康ふれあい交流館だけ）
★の施設は、９月１９日（火）のみ休み

052害603害2211｛市 役 所 0562害33害1111
052害603害4000市 役 所 FA X 番 号
052害689害1600し あ わ せ 村◆
052害602害0874
0562害33害2266文 化 セ ン タ ー◆
0562害51害3334パ ス ポ ー ト セ ン タ ー
052害689害2262知 多 北 部 広 域 連 合
052害689害1606高齢者相談支援センター
0562害31害3312分室
0562害85害6177子育て総合支援センター◆
0562害85害6181結 婚 応 援 セ ン タ ー◆
0562害32害3400市 民 活 動 セ ン タ ー
052害603害2888北 部 子 育 て 支 援 セ ン タ ー
0562害35害１011南 部 子 育 て 支 援 セ ン タ ー
0562害38害7030芸 術 劇 場★
052害601害5335中 央 図 書 館◆

（地域包括支援センター）

高齢者支援ネットワークセンター

0562害32害5400青 少 年 セ ン タ ー◆
0562害32害2311市 民 体 育 館
052害601害1136温 水 プ ー ル
052害603害0304上 野 公 民 館◆
052害604害4141平洲記念館・郷土資料館◆
0562害33害3377勤 労 セ ン タ ー
0562害33害7772商 工 セ ン タ ー
052害601害8731農 業 セ ン タ ー◆
052害601害2053清 掃 セ ン タ ー
0562害36害0119消 防 本 部（ 署 ）
0562害33害0110東 海 警 察 署
0562害33害5500公 立 西 知 多 総 合 病 院
0562害77害2233観 光 物 産 プ ラ ザ

（休日・夜間だけ）

急 患 の 場 合
救急医療情報センター（常時）

在 宅 当 番 医 テレホンサービ ス
｛052害263害11330562害33害1133
0562害32害2550

日 月 火

①

●18 ●20 ●21 ●22 ●23●19

●14●13

交通事故

火災

救急

建　物…１１１件

車　両…１１０件

その他…１１１件

（７月）

（８月）

市の事故・災害状市の事故・災害状況況

（８月）

発　生…１４５件

死　者…１１０人

負傷者…１５４人

出　場…４０７件

搬　送…３８４人

●24 ●25

●27

●28 ●29●26

●159 ●16

●30

敬老の日 秋分の日家庭の日

①
②

①
②

①

①
②

①
②

①
②

広報とうかい　２０１７年９月１５日号広報とうかい　２０１７年９月１５日号

尾張横須賀まつり
（２４日まで）
猩々メッタ
（２４日まで）

大田まつり
（１日まで）

第3回市議会
定例会〔委員長報
告、質疑、討論、
採決（決算議案を
除く）、決算議案
上程、説明、決算
議案質疑、委員会
付託〕

第3回市議会
定例会（委員長報
告、質疑、討論、
採決、閉会）

資源の分別収集
６:３０～正午
脇ノ田公園、大田町公
民館、加木屋市民館

資源の分別収集
６:３０～正午
しあわせ村北駐車場、
富木島公民館、文化
センター




